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西城小学校放課後児童クラブを実施する、西城小学校子育て支援施設が完成し、３月24日、完成式西城小学校放課後児童クラブを実施する、西城小学校子育て支援施設が完成し、３月24日、完成式
を開催しました。（関連記事：29ページ）を開催しました。（関連記事：29ページ）

子育て支援のさらなる充実子育て支援のさらなる充実

放課後を安全・快適に過ごせる環境を整備放課後を安全・快適に過ごせる環境を整備



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

庄原駅周辺地区
まちづくり協議会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

備後庄原駅周辺のにぎわいづくり

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
優しく、たくましく育っ

てね。
だいすきだよ！

日ひ
の
は
ら

野
原　

丞
た
す
くく

ん
（
東
城
町
）

Ｒ
２
年
５
月
19
日
生
ま
れ

　

●西城Ｊｒサッカークラブ

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　西城Ｊ
ジュニア

ｒサッカークラ
ブは、小学生の男女12
人が在籍する、現状で
は規模の小さなクラブ
です。
　しかし、高学年から低
学年まで全員が協力し
合い、元気良く、笑顔で
サッカーに向き合う選
手たちの姿は、地域の
大きな宝物です。
　小学生の年代は、運
動・思考・認知・言語な
どの能力が大きく成長する時期。そんな大切な時期にある選手たちと「サッ
カーから学ぶ」ことを大切に、日々活動しています。
　令和２年度からは、中学生の練習も行っています。見学や体験も大歓迎で
す！まずは気軽に、西城球技場まで遊びに来てください。

【連絡先】
延藤　祐一　☎090-7133-4314
日本サッカー協会公認Ｂ級コーチ認定予定（日本スポーツ協会公認コーチ３)

　

福
岡
県
出
身
の
島
津
さ
ん
は
、
庄
原
市
へ

移
住
し
、
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
、
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
の
出
会
い

　

学
生
時
代
は
、
県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
、
農
林
業
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク

ル
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ハ
ン
ズ
」
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。サ
ー
ク
ル
活
動
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
に
、
レ
ス
ト
ラ
ン
オ
ー
ナ
ー
の
真ま

な
べ鍋
敢か

ん

さ
ん
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
真
鍋

さ
ん
に
は
、
お
店
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
り
、大
学
の
友
人
と
一
緒
に
ホ
ー

ム
パ
ー
テ
ィ
ー
に
招
待
し
て
い
た
だ
い
た
り
、

た
く
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
鍋
さ
ん
の
お
店
で
働
き
な
が
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
方
か
ら
お
話
を
聞
け
た
こ
と
で
、
庄

原
に
住
む
こ
と
を
リ
ア
ル
に
感
じ
ら
れ
た
か

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

カフェクラウド　オーナー
島
し ま づ

津　夏
な な

菜さん

な
と
思
う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た

だ
け
た
こ
と
に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン

　

大
学
生
の
頃
か
ら
「
い
つ
か
カ
フ
ェ
を
開

き
た
い
」
と
、
こ
と
あ
る
ご
と
に
言
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
庄
原
に
移
住
す
る
こ
と
を
真

鍋
さ
ん
に
報
告
し
た
と
き
に
「
自
分
が
借
り

て
い
る
お
店
で
カ
フ
ェ
を
し
な
い
か
」と
誘
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
と
は
い
え
、
何
も
か

も
が
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
開
業
か
ら
経
営

ま
で
、
ほ
ぼ
全
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
真
鍋
さ
ん
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
自

分
の
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に
で
き
て
い
て
、

感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
　私たちは庄原駅周辺地区土地区画整理事業を円滑に進め、公共交
通の結節点としての利点を生かした「にぎわいのあるまちづくり」と、
備後庄原駅周辺における「居住者および事業者の利便性の向上の実
現」に寄与することを目的に立ち上げた団体です。
　主な活動として、年２回「しょうばら駅前フェスタ」を開催する
など、備後庄原駅周辺のにぎわいづくりを行っています。
　これからも地域の活力づくりや、芸備線の存続に向けた利活用な
どの課題解決に取り組んでいきます。

【問い合わせ】
庄原駅周辺地区まちづくり協議会事務局（都市整備課内）
☎ 0824-73-1115

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

「
＃
庄
原
が
好
き
」

で
投
稿
！

▲投稿を
チェック

市 民 の ペ ー ジ
このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

49

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

連
作
障
害
と
は

　

ナ
ス
科
や
ウ
リ
科
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
な

ど
の
特
定
の
野
菜
を
、
同
じ
場
所
で
長

年
栽
培
し
て
い
る
と
生
育
が
悪
く
な
っ

た
り
、
枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
現
象
を
「
連
作
障
害
」

と
い
い
ま
す
。
連
作
障
害
は
過
去
に
作
っ

た
野
菜
や
使
用
し
た
肥
料
に
よ
り
、
土

壌
中
の
成
分
バ
ラ
ン
ス
が
崩
壊
す
る
こ

と
や
、
病
害
虫
が
発
生
す
る
こ
と
で
起

こ
り
ま
す
。

連
作
障
害
を
防
ぐ
に
は

①
有
機
物
の
投
入

　

緑
肥
作
物
（
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
エ
ン
麦

な
ど
）
や
堆
肥
な
ど
の
有
機
物
を
土
壌

に
投
入
し
、
土
壌
中
の
微
生
物
を
増
や

す
こ
と
で
、
病
害
虫
の
発
生
を
抑
制
で

き
ま
す
。

②
適
切
な
施
肥
管
理

　

作
物
の
生
育
を
助
け
る
た
め
、
土
壌

診
断
を
行
い
、
野
菜
の
生
育
に
応
じ
て

必
要
な
施
肥
（
肥
料
を
や
る
こ
と
）
を

行
い
ま
す
。

③
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
の
活
用

　

２
種
類
以
上
の
野
菜
を
近
距
離
に
植

え
て
栽
培
す
る
と
、
生
育
が
良
く
な
る
、

病
害
虫
が
減
る
な
ど
の
効
果
が
現
れ
る

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

野
菜
の
連
作
障
害
対
策

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
関
係

に
あ
る
野
菜
同
士
の
こ
と
を
「
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
プ
ラ
ン
ツ
」と
い
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ウ
リ
科
の
場
合
に
は
蔓つ

る
わ
れ
び
ょ
う

割
病
を
防
ぐ
た

め
に
葉
ネ
ギ
を
植
え
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

④
輪
作
（
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
）

　

毎
年
ど
の
場
所
で
何
を
栽
培
す
る
か

を
十
分
に
計
画
し
、
常
に
科
が
異
な
る

野
菜
を
植
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。

⑤
接つ

ぎ
木
苗
の
活
用

　

果
菜
類
の
栽
培
で
連
作
障
害
が
心
配

な
場
合
は
、
接
ぎ
木
苗
（
２
種
類
の
作

物
を
接
ぎ
合
わ
せ
、
両
方
の
長
所
を
兼

ね
備
え
た
植
物
の
苗
）
を
植
え
る
こ
と

で
軽
減
で
き
ま
す
。

　

連
作
障
害
の
出
や
す
い
野
菜
と
出
に

く
い
野
菜
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
を
参

考
に
栽
培
プ
ラ
ン
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

連
作
可
能　

エ
ダ
マ
メ
、
カ
ボ
チ
ャ
、
コ

マ
ツ
ナ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
、ネ
ギ
、ニ
ン
ジ
ン
、ズ
ッ
キ
ー

ニ
ー
な
ど

１
年
休
む　

カ
ブ
、
ダ
イ
コ
ン
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
ミ
ズ
ナ
な
ど

２
年
休
む　

バ
レ
イ
シ
ョ
、
ハ
ク
サ
イ
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
レ
タ
ス
な
ど

３
～
４
年
休
む　

キ
ュ
ウ
リ
、サ
ト
イ
モ
、

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
ピ
ー
マ
ン
、
ソ
ラ
マ
メ
、

ス
イ
カ
な
ど

次回は島津さんにとって
のキーパーソン、バー・
レストランオーナーの真
鍋敢さんにお話を聞きま
す！
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庄

支

ガ

原

イ

市

援

ド
　本市には、市民の皆さんの生活や活動を応援するさま
ざまな支援制度があります。その中から主なものをご紹
介します。
　支援制度には採択要件があり、申請期限の早いもの
や予算が限られるものもあります。また、収支のバラン
スを保ち、健全な財政運営をしていくため、金額の見直
しをしたものもあります。
　詳しくは担当課・各支所担当室にお気軽にお問い合
わせください。

２
０
２
１

○
中
古
住
宅
取
得　

40
万
円

○
住
宅
改
修　

40
万
円

○
加
算

　

転
入
者
数
お
よ
び
中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

の
人
数
に
応
じ
て
、そ
れ
ぞ
れ
５
～
10
万
円
加

算
。

※
本
人
ま
た
は
配
偶
者
が
所
有
す
る
住
宅
。

※
新
築
住
宅
取
得
は
経
費
が
80
万
円
以
上
、中
古

住
宅
取
得
お
よ
び
住
宅
改
修
は
経
費
が
40
万
円

以
上
の
も
の
。

問　

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

　

空
き
家
家
財
道
具
等
処
分
支
援
補
助
金

　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
目
的
に
、所
有
者

が
空
き
家
内
の
家
財
道
具
な
ど
を
処
分
す
る
費

用
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

定
住
・
就
業
・
起
業
支
援

　

定
住
促
進
奨
励
金

　

定
住
す
る
た
め
の
住
宅
の
取
得
な
ど
を
行
っ

た
転
入
定
住
者
に
対
し
、奨
励
金
を
交
付
し
ま

す
。

■
対
象
者

　

令
和
３
年
４
月
１
日
以
後
に
、住
宅
の
取
得
ま

た
は
改
修
を
完
了
し
た
、次
の
項
目
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
転
入
定
住
者
。

・
転
入
し
た
日
か
ら
４
年
以
内
に
交
付
申
請
を
行

う
こ
と

・
10
年
以
上
の
定
住
を
誓
約
す
る
こ
と

・
自
治
会
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ
と

■
対
象
事
業
お
よ
び
交
付
額

○
新
築
住
宅
取
得　

80
万
円

■
対
象
者

　

空
き
家
内
の
家
財
道
具
な
ど
を
処
分
し
、庄
原

市
空
き
家
バ
ン
ク
へ
登
録
す
る
所
有
者
な
ど
。

■
対
象
経
費

　

市
内
事
業
者
に
依
頼
し
て
実
施
し
た
空
き
家

の
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
に
要
す
る
経
費
。

■
交
付
額

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す
る
空
き
家
１
件
に

つ
き
10
万
円
。

※
補
助
対
象
経
費
が
10
万
円
未
満
の
場
合
は
、千

円
未
満
の
端
数
切
り
捨
て
。

問　

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

　

創
業
サ
ポ
ー
ト
補
助
金

　

市
内
で
の
創
業
を
拡
大
し
、市
内
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、市
内
で
創
業
ま
た
は
第
二

創
業
す
る
中
小
企
業
者
な
ど
に
対
し
、補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。（
業
種
の
指
定
が
あ
り
ま
す
）

■
対
象
者　

　

⑴
ま
た
は
⑵
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も

の
。

⑴
中
小
企
業
者
で
、市
内
に
本
店
を
有
す
る
法

人
ま
た
は
個
人
事
業
主
と
し
て
市
内
に
住
所
を

有
し
主
た
る
事
業
所
を
市
内
に
置
く
も
の

⑵
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
で
、特
定
創
業
支

援
事
業
を
受
け
、市
区
町
村
か
ら
証
明
書
を
発

行
さ
れ
た
も
の

 

①
設
置
費
補
助
事
業

■
対
象
経
費　

　

店
舗
な
ど
の
取
得
、新
設
ま
た
は
改
装
に
係

る
費
用
。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
で
上
限
１
０
０

万
円
。
た
だ
し
取
得
ま
た
は
新
設
の
場
合
上
限

２
０
０
万
円
。

 

②
借
上
料
補
助
事
業

■
対
象
経
費　

　

店
舗
な
ど
の
借
上
料
（
２
年
間
を
限
度
）。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
月
額

４
万
円
。

 

③
市
場
調
査
費
補
助
事
業

■
対
象
経
費　

　

市
場
調
査
の
外
部
委
託
に
係
る
経
費
。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円
。

■
申
請
期
限　

①
～
③
の
い
ず
れ
も
７
月
30
日

問　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

　

ま
ち
づ
く
り
支
援

　

ま
ち
づ
く
り
応
援
補
助
金

　

庄
原
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
基
づ
き
、

参
画
と
協
働
に
よ
る
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
、協
働
の
担
い
手
で
あ
る
市
民
活

動
団
体
が
行
う
公
益
的
な
ま
ち
づ
く
り
活
動
に

対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
団
体　

○
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ
り
、か
つ
市
内
で
活

動
を
行
い
、ま
た
は
行
う
予
定
の
あ
る
団
体
で

次
の
２
項
目
に
該
当
す
る
団
体

○
市
内
に
在
住
し
、勤
務
し
、ま
た
は
在
学
す
る

者
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
る
団
体

○
庄
原
市
市
民
活
動
団
体
登
録
制
度
に
登
録
し

て
い
る
団
体
ま
た
は
登
録
し
よ
う
と
す
る
団
体

■
対
象
経
費

　

市
民
活
動
団
体
が
行
う
公
益
的
な
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
係
る
費
用
。

 

①
市
民
活
動
団
体

　

市
民
活
動
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
か
ら
当
該
事
業
に
係
る
収
入
を

差
し
引
い
た
額
の
５
分
の
４
以
内
で
上
限

１
０
０
万
円
。

 

②
学
生
を
中
心
に
構
成
す
る
団
体

　

学
生
主
体
に
よ
る
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

＊
団
体
の
構
成
員
の
お
お
む
ね
７
割
以
上
が
学

生
の
場
合
対
象
と
な
り
ま
す
。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
か
ら
当
該
事
業
に
係
る
収
入
を
差

し
引
い
た
額
で
上
限
30
万
円
。

■
申
請
期
限　

①
②
の
い
ず
れ
も
５
月
31
日

問　

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

　

集
会
施
設
整
備
補
助
金

　

地
域
自
治
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、集
会
施

設
の
新
築
、購
入
、増
改
築
お
よ
び
修
繕
を
行
う

地
域
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

自
治
会
、小
集
落
、自
治
振
興
区
な
ど
の
地
域

組
織
。

■
対
象
経
費

①
新
築
・
購
入

　

次
の
い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
施
設
の
新
築

ま
た
は
購
入
に
係
る
経
費
。

○
延
床
面
積
30
㎡
以
上
の
も
の

○
湯
沸
場
お
よ
び
ト
イ
レ
設
備
を
有
す
る
も
の

※
た
だ
し
、１
㎡
当
た
り
10
万
円
を
限
度
と
す

る
。

②
増
改
築
・
修
繕

　

増
改
築
ま
た
は
修
繕
に
係
る
経
費
。

※
た
だ
し
、事
業
費
が
20
万
円
以
上
の
も
の

■
交
付
額

①
新
築
・
購
入

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
６
０
０
万

円
。

②
増
改
築
・
修
繕

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内
で
上
限
50
万
円
。

※
地
域
が
直
接
施
工
す
る
と
き
は
、原
材
料
の
み

を
対
象
と
す
る
。

■
申
請
の
流
れ

　

年
３
回
要
望
を
取
り
ま
と
め
、優
先
順
位
を

決
定
し
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

第
１
回
目　

５
月
31
日

第
２
回
目　

９
月
30
日

第
３
回
目　

令
和
４
年
１
月
31
日

問　

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

　

農
業
・
畜
産
業
支
援

　

が
ん
ば
る
農
業
支
援
事
業
補
助
金

　

農
業
所
得
の
向
上
を
実
現
す
る
た
め
の
機
械

施
設
な
ど
の
整
備
に
対
し
て
、本
市
で
農
業
経

営
を
行
う
農
業
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
事
業

①
他
の
補
助
事
業
の
対
象
と
な
ら
な
い
農
畜
産

物
生
産
に
直
接
必
要
な
機
械
施
設
の
整
備
事
業

（
中
古
農
機
具
な
ど
は
、業
者
の
見
積
書
を
添
付

す
る
も
の
が
対
象
）

②
高
付
加
価
値
化
に
よ
る
農
畜
産
物
の
販
売
拡

大
の
た
め
の
開
発
お
よ
び
加
工
す
る
機
械
・
施

設
の
整
備
事
業

③
家
畜
自
給
粗
飼
料
生
産
に
関
わ
る
農
機
具
な

ど
の
整
備
事
業

■
交
付
額

 

①
一
般
型　

　

対
象
事
業
に
係
る
経
費
の
４
分
の
１
以
内

で
、上
限
22
万
５
千
円
。た
だ
し
、米
の
生
産
に

直
接
必
要
な
機
械
施
設
は
、補
助
対
象
外
。

 

②
認
定
農
業
者
型　

　

農
業
経
営
改
善
計
画
に
導
入
計
画
が
な
い
場

合
は
、対
象
事
業
に
係
る
経
費
の
４
分
の
１
以

内
。農
業
経
営
改
善
計
画
に
導
入
計
画
の
あ
る

場
合
は
、５
分
の
２
以
内
。上
限
は
40
万
円
。た

だ
し
、米
の
生
産
に
直
接
必
要
な
機
械
施
設
は
、

農
業
経
営
改
善
計
画
に
導
入
計
画
の
あ
る
場
合

の
み
補
助
対
象
。

問　

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

　

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
化
促
進
事
業

　

比
婆
牛
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
す
る
た
め
、繁

殖
母
牛
群
の
造
成
に
取
り
組
む
農
家
や
比
婆
牛

素
牛
の
肥
育
に
取
り
組
む
農
家
な
ど
に
助
成
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
事
業

 

①
あ
づ
ま
蔓
導
入
・
自
家
保
留
助
成
金

■
交
付
額　

１
頭
に
つ
き
５
万
円

②
あ
づ
ま
蔓
・
比
婆
牛
素
牛
造
成　
　
　
　
　

  

人
工
授
精
・
受
精
卵
移
植
助
成
金

■
交
付
額　

１
受
胎
に
つ
き
１
回
１
万
円

③
比
婆
牛
素
牛
導
入
助
成
金

■
交
付
額　

１
頭
に
つ
き
10
万
円

問　

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

　

家
畜
飼
養
施
設
増
改
築
等
支
援
事
業

　

市
内
の
和
牛
、乳
牛
、豚
を
飼
養
す
る
畜
産
農

家
が
、畜
舎
や
堆
肥
舎
の
新
築
・
増
改
築
、既
存

施
設
の
取
得
を
行
う
場
合
に
、対
象
経
費
の
４

分
の
１
以
内
で
補
助
し
ま
す
。取
り
組
み
内
容

で
上
限
が
異
な
り
ま
す
。

問　

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
２
７

　

地
域
材
活
用

　

地
域
木
材
住
宅
建
築
普
及
奨
励
金

　

市
内
で
地
域
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
を
新
築

ま
た
は
改
修
す
る
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
住
宅

○
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅

○
主
要
構
造
部
材
な
ど
に
地
域
材
を
使
用
し
、

そ
の
証
明
書
を
添
付
す
る
こ
と

※
現
地
調
査
に
よ
る
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

地
域
材
の
使
用
量
・
奨
励
金
の
額

　

２
㎥
以
上
５
㎥
未
満　
　

10
万
円

　

５
㎥
以
上
10
㎥
未
満　
　

20
万
円

　

10
㎥
以
上
20
㎥
未
満　
　

40
万
円

　

20
㎥
以
上　
　
　
　
　
　

60
万
円

※
地
域
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
金
額
が
変
更
し

ま
す
。

問　

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４
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店
舗
活
用
・
地
域
活
性
化
支
援

　

最
寄
り
買
い
店
舗
改
装
支
援
補
助
金

　

最
寄
り
の
店
舗
で
の
買
い
物
や
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
維
持
す
る
た

め
、日
常
生
活
に
必
要
な
商
品
の
販
売
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
店
舗
の
改
装
費
を
一
部

補
助
し
ま
す
。（
業
種
の
指
定
が
あ
り
ま
す
）

■
交
付
額　

　

改
装
費
の
５
分
の
２
以
内
で
上
限
42
万
５
千
円
。

■
申
請
期
限　

５
月
28
日

問　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

　

ま
ち
な
か
活
性
化
補
助
金

　

に
ぎ
わ
い
の
場
の
創
出
に
つ
な
が
る
、空
き
店

舗
な
ど
の
改
装
な
ど
に
対
し
、支
援
を
行
い
ま

す
。対
象
地
区
は
、各
地
域
の
中
心
と
な
る
地
域
。

①
空
き
店
舗
等
活
用
創
業
支
援
事
業
・
店
舗

　

改
装
支
援
事
業
（
指
定
業
種
に
限
る
）

　

小
売
業
・
一
般
飲
食
店
な
ど
を
新
た
に
創
業

す
る
場
合
や
老
朽
化
し
た
店
舗
を
改
装
す
る
場

合
、店
舗
の
改
修
費
と
借
上
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
（
借
上
料
は
新
た
に
創
業
し
た
場
合
に

限
る
）。

■
交
付
額

⑴
借
上
料
の
５
分
の
２
以
内
で
、
上
限
は
月
額

３
万
４
千
円
（
２
年
以
内
）。

⑵
改
装
費
の
４
分
の
１
以
内
で
、
上
限
は

42
万
５
千
円
。

■
申
請
期
限　

５
月
28
日

 

②
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
事
業

　

ま
ち
な
か
を
活
性
化
し
よ
う
と
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
事
業
費
を
一
部
補
助
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

対
象
経
費
の
５
分
の
２
以
内
で
、上
限
は

34
万
円
。同
一
年
度
内
で
、１
団
体
に
つ
き
１
回

限
り
。３
回
が
限
度
。

■
申
請
期
限

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
日
の
１
カ
月
前
ま
で

問　

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

　

生
活
環
境
改
善

　

老
朽
危
険
建
築
物
除
却
促
進
事
業
補
助
金

　

近
隣
や
道
路
通
行
者
な
ど
に
被
害
を
与
え
る

恐
れ
の
あ
る
老
朽
化
し
た
危
険
な
空
き
家
の
除

却
工
事
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

現
在
使
用
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
で
、市
が
老

朽
危
険
建
築
物
と
認
め
た
も
の
。

■
対
象
者

・
対
象
建
築
物
の
所
有
者
ま
た
は
相
続
人

・
対
象
建
築
物
が
あ
る
土
地
の
所
有
者
ま
た
は

相
続
人

■
交
付
額

　

対
象
経
費
の
３
分
の
１
で
、上
限
は
30
万
円
。

問　

都
市
整
備
課
建
築
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
１

　

飲
料
水
供
給
施
設
整
備
費
補
助
金

　

飲
料
水
が
不
足
す
る
地
域
で
、水
源
を
整
備

す
る
方
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

庄
原
市
水
道
事
業
計
画
給
水
区
域
内
の
給
水

可
能
区
域
以
外
で
、生
活
の
た
め
の
飲
料
水
が

不
足
し
て
い
る
方
。

■
交
付
額

　

ボ
ー
リ
ン
グ
・
掘
削
に
係
る
経
費
の
２
分
の

１
以
内
で
、上
限
は
40
万
円
（
共
同
設
置
分
を

除
く
）。

問　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

　

生
活
道
整
備
補
助
金

　

生
活
道
の
新
設
・
改
築
・
修
繕
工
事
、平
成
30

年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
復
旧
工
事
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

事
業
に
要
す
る
経
費
と
、市
が
定
め
る
工
事
費

用
を
比
較
し
、い
ず
れ
か
低
い
額
に
40
％
を
乗
じ

た
額
。１
カ
所
当
た
り
の
上
限
額
は
64
万
円
。

■
申
請
期
限

５
月
31
日
（
災
害
復
旧
工
事
は
期
限
な
し
）

問　

建
設
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

　

生
ご
み
処
理
機
器
購
入
補
助
金

　

生
ご
み
処
理
機
器
を
購
入
、設
置
し
た
方
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、上
限
は
２
万
円
。

問　

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

　

地
域
ご
み
集
積
所
設
置
補
助
金

　

新
た
に
ご
み
集
積
所
を
整
備
す
る
地
域
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

整
備
に
か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１
以
内

で
、上
限
は
４
万
円
。

問　

環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

　

木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進
事
業
補
助
金

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
、耐
震
改
修
工
事
に

対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

耐
震
診
断
は
診
断
費
用
の
３
分
の
２
以
内
で

上
限
は
４
万
円
。耐
震
改
修
工
事
は
工
事
費
用

の
３
分
の
１
以
内
で
上
限
は
40
万
円
。

問　

都
市
整
備
課
建
築
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
１

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
補
助
金

　

自
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

リ
フ
ォ
ー
ム
経
費
の
10
分
の
１
以
内
で
、上

限
は
10
万
円
。た
だ
し
、過
去
に
こ
の
補
助
金
を

受
け
て
い
な
い
方
お
よ
び
住
宅
の
み
。

問　

都
市
整
備
課
管
理
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
２

　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
安
全
確
保
事
業
補
助
金

　

地
震
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク

塀
な
ど
の
除
却
、建
て
替
え
工
事
に
対
し
て
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
補
助
対
象

　

道
路
な
ど
に
面
し
、道
路
面
か
ら
の
高
さ
が

80
セ
ン
チ
以
上
で
、倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の
。

■
交
付
額

　

対
象
工
事
費
の
３
分
の
２
以
内
で
、上
限
は

除
却
工
事
は
15
万
円
、建
て
替
え
工
事
は
30
万

円
。

問　

都
市
整
備
課
建
築
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
１

　

農
林
施
設
整
備
事
業
補
助
金

　

地
元
受
益
者
が
実
施
す
る
農
林
業
基
盤
（
農

林
道
な
ど
）の
整
備
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

■
交
付
額

　

事
業
に
要
す
る
経
費
と
、市
が
定
め
る
標
準
設

計
に
よ
る
工
事
費
用
を
比
較
し
、い
ず
れ
か
低
い
額

に
25
％
を
乗
じ
た
額
。

　

た
だ
し
、条
件
を
満
た
す
農
林
施
設
災
害
復
旧

工
事
に
つ
い
て
は
62
・５
％
を
乗
じ
た
額
。１
カ
所

当
た
り
の
上
限
は
37
万
５
千
円
。

　

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ
る
農
地
お
よ

び
農
林
施
設
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
75
％

を
乗
じ
た
額
で
、１
カ
所
当
た
り
の
上
限
は

30
万
円
。

■
申
請
期
限

５
月
31
日
（
災
害
復
旧
工
事
は
期
限
な
し
）

問　

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

　

不
妊
治
療
支
援

　

特
定
不
妊
治
療
費
補
助
金

　

特
定
不
妊
治
療
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、広
島
県
不
妊
治
療
支
援

事
業
の
助
成
決
定
を
受
け
た
方
。

■
交
付
額

○
特
定
不
妊
治
療　

上
限
15
万
円

（
た
だ
し
、採
卵
を
伴
わ
な
い
治
療
は
、上
限

７
万
５
千
円
）

○
男
性
不
妊
治
療
（
精
子
を
精
巣
ま
た
は
精
巣

上
体
か
ら
採
取
す
る
た
め
の
手
術
）

上
限
15
万
円
。

※
い
ず
れ
も
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
金
額
が

市
の
助
成
対
象
額
と
な
り
ま
す
。

問　

保
健
医
療
課
母
子
保
健
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

　

不
妊
検
査
・
一
般
不
妊
治
療
費
補
助
金

　

不
妊
検
査
・
一
般
不
妊
治
療
に
係
る
費
用
に

つ
い
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
住
所
が
あ
り
、広
島
県
不
妊
検
査
費
等

助
成
事
業
の
助
成
決
定
を
受
け
た
方

■
助
成
金
額

　

治
療
費
か
ら
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
で
、

上
限
は
５
万
円
。

※
補
助
金
の
対
象
と
な
る
治
療
や
、
補
助
金
の

交
付
回
数
、
対
象
年
齢
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ

せ
る
か
、
県
の
不
妊
治
療
支
援
事
業
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

保
健
医
療
課
母
子
保
健
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
４

　

芸
備
線
利
用
促
進

　

芸
備
線
利
用
助
成
金

　

芸
備
線
・
木
次
線
の
一
定
区
間
内
を
利
用
す

る
方
の
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象
者

市
民
を
含
む
５
人
以
上
の
団
体

■
助
成
対
象
区
間

①
市
内
の
駅
か
ら
新
見
駅
ま
で
の
芸
備
線
区
間

②
市
内
の
駅
か
ら
三
次
駅
ま
で
の
芸
備
線
区
間

③
市
内
の
芸
備
線
の
駅
か
ら
木
次
駅
ま
で
の
区

間
（
備
後
落
合
駅
を
経
由
す
る
場
合
に
限
る
）

■
交
付
額

　

普
通
旅
客
運
賃
の
３
分
の
２
以
内
で
上
限

３
万
円
。

問　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

　

芸
備
線
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
助
成
金

　

市
内
の
芸
備
線
各
駅
な
ど
で
芸
備
線
の
利
用

促
進
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
団
体
に

対
し
て
、イ
ベ
ン
ト
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

■
対
象
者

①
住
民
自
治
組
織

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人

■
交
付
額

　

イ
ベ
ン
ト
実
施
に
要
す
る
経
費
の
５
分
の
４

以
内
で
、上
限
４
万
円
。

問　

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

　

安
心
・
安
全

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置
補
助
金

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
を
新
規
設
置
す
る
自
治
会
な

ど
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額

　

対
象
経
費
の
３
分
の
２
で
、
上
限
は
４
万
２
千

円
。（
１
基
当
た
り
）

問　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６

　

自
主
防
災
組
織
活
動
補
助
金

　

各
種
防
災
活
動
（
①
地
域
防
災
活
動
、②
防
災

資
機
材
整
備
）を
行
う
自
主
防
災
組
織
に
対
し
て

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
額

　

対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
、上
限
は

３
０
０
万
円
。（
①
、②
合
わ
せ
て
）

※
各
事
業
に
つ
き
毎
年
度
１
回
限
り

問　

危
機
管
理
課
危
機
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
６
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本
市
の
周
産
期
医
療
を
支
え
た
赤
木
医
師
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
～
赤
木
医
師
が
退
職
さ
れ
、寺
本
医
師
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
～

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

　

平
成
30
年
度
の
庄
原
赤
十
字
病
院
の
産
科

再
開
以
降
、
本
市
の
周
産
期
医
療
を
支
え
て

こ
ら
れ
た
赤あ

か
ぎ木
武た

け
ふ
み文
医
師
が
３
月
末
を
も
っ

て
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
木
医
師
に
は
、
平
成
29
年
７
月
に
常
勤

の
産
婦
人
科
医
と
し
て
庄
原
赤
十
字
病
院
に

赴
任
し
て
か
ら
は
、
３
６
５
日
24
時
間
体
制

で
、
安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
４
月
以
降
、
13
年
間
休
止
し
て

い
た
市
内
で
の
分
娩
再
開
後
、
医
療
現
場
の

最
前
線
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
赤
木
医
師
の
後
任
の
産
婦
人
科
医

師
に
つ
い
て
は
、
広
島
大
学
病
院
か
ら
寺て

ら
も
と本

秀ひ
で
き樹
医
師
が
赴
任
さ
れ
、
４
月
以
降
も
牧ま

き
の野

康や
す
お男
医
師
と
と
も
に
常
勤
医
師
２
人
体
制
で

産
婦
人
科
の
診
療
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

赤
木
先
生
に
子
ど
も
を　
　
　
　
　
　

赤
木
先
生
に
子
ど
も
を　
　
　
　
　
　

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
方
か
ら
一
言

取
り
上
げ
て
も
ら
っ
た
方
か
ら
一
言

坂さ
か
た田
智と

も
ひ
こ彦
さ
ん
・
和か

ず
き稀
さ
ん

　

昨
年
３
月
に

長
女
を
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

私
た
ち
夫
婦

に
と
っ
て
は
初
め
て
の
子
ど
も
で
、
妊
娠
、

出
産
に
当
た
っ
て
は
不
安
が
大
き
か
っ
た
の

で
す
が
、
赤
木
先
生
の
豊
富
な
経
験
と
温
か

い
人
柄
に
触
れ
、
安
心
し
て
妊
娠
期
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

休
日
や
夜
間
に
体
調
に
異
変
が
あ
っ
た
と

き
に
も
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
、
市

内
に
産
科
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
本
当
に
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

休
日
の
早
朝
か
ら
陣
痛
が
始
ま
り
、
次
の

日
の
夕
方
に
出
産
と
い
う
長
丁
場
で
し
た
が
、

迅
速
な
判
断
で
処
置
を
し
て
い
た
だ
き
、
元

気
な
産
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

実
は
赤
木
先
生
に
は
、
私
（
智
彦
さ
ん
）

の
妹
も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
と
母
か
ら

聞
き
ま
し
た
。
他
に
も
、
私
の
知
っ
て
い
る

人
を
た
く
さ
ん
取
り
上
げ
て
こ
ら
れ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

　

赤
木
先
生
や
、
産
科
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
に
よ
り
、
地
域
が
支
え
ら
れ
て
い
る

と
実
感
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
市
内
の
産
科
が
存
続
し
て

い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

赤
木
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

赤
木
武
文
医
師
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

赤
木
武
文
医
師
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　　

２
０
１
７
年
７
月
１
日
に
三
次
中
央
病

院
を
早
期
退
職
し
、
庄
原
赤
十
字
病
院
に

赴
任
し
ま
し
た
。
切
迫
流
産
・
切
迫
早
産
・

妊
娠
悪つ

わ
り阻
な
ど
、
入
院
が
必
要
な
場
合
の

入
院
管
理
、
婦
人
科
の
経
膣
的
手
術
（
お

な
か
を
切
ら
ず
、
膣
か
ら
治
療
を
行
う
手

術
）
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

産
科
再
開
に
向
け
て
、
中な

か
し
ま島
浩こ

う
い
ち
ろ
う

一
郎
院

長
を
は
じ
め
、
看
護
部
長
、
事
務
部
長

な
ど
の
尽
力
に
よ
り
、
助
産
師
の
応
援

依
頼
（
高
松
日
赤
病
院
・
岡
山
日
赤
病

院
・
三
次
中
央
病
院
）
を
し
て
い
た
だ

き
、
庄
原
市
か
ら
の
支
援
に
よ
り
、
病
室

の
改
装
、産
科
機
器
の
整
備
な
ど
を
行
い
、

２
０
１
８
年
５
月
か
ら
分
娩
を
開
始
し
ま

し
た
。

　

初
年
度
は
64
件
の
分
娩
が
あ
り
ま
し

た
。そ
の
う
ち
帝
王
切
開
は
22
例
で
し
た
。

帝
王
切
開
時
の
手
術
応
援
に
は
、
三
次
中

央
病
院
医
師
、
当
院
外
科
医
師
に
手
伝
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
麻
酔
科
・
小
児
科
・

手
術
室
も
快
く
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
９
年
４
月
に
は
、
松
江
日

赤
病
院
か
ら
助
産
師
の
応
援
も
あ
り
、

２
０
１
９
年
は
１
２
９
件
の
分
娩
が
あ
り

ま
し
た
。

　

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
は
沖
縄
南
部
病

院
か
ら
牧
野
先
生
が
赴
任
さ
れ
、
２
人
体

制
に
な
り
ま
し
た
。
牧
野
先
生
は
産
婦
人

科
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
委
員
も
さ
れ
て

お
り
、
胎
児
超
音
波
検
査
に
も
精
通
さ
れ

て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
は
１
１
９
件
の

分
娩
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
は
神
石
高
原
町
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
両
親
は
２
０
１
５
年
、
２
０
１
６

年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
妻
の
実
家
は
大

分
で
、
義
母
が
87
歳
で
１
人
暮
ら
し
を
し

て
い
ま
す
。
今
回
庄
原
赤
十
字
病
院
を
退

職
し
て
、
義
母
の
近
く
に
引
っ
越
す
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　

本
年
で
産
婦
人
科
医
師
に
な
っ
て
40
年

た
ち
ま
す
が
、
約
30
年
は
三
次
・
西
城
・

庄
原
で
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
産
婦
人
科
の
医
師
と
し
て
育
て

て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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「ひろしま県民の森」が再始動！「ひろしま県民の森」が再始動！「ひろしま県民の森」が再始動！「ひろしま県民の森」が再始動！
商工観光課観光振興係　☎0824-73-1179商工観光課観光振興係　☎0824-73-1179

　

開
業
か
ら
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

た
芸
備
線
。
か
つ
て
は
多
く
の
乗
客
と
物
資
を
運

び
、
備
北
地
域
の
交
通
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
、
芸
備
線
を

取
り
巻
く
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
当
た
り
前
に
走
っ
て
い
た
列
車
が
、
運
行
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
芸
備

線
は
、
ま
ち
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ
だ
け
で
な
く
、
人

と
人
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

芸
備
線
に
乗
っ
て
芸
備
線
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
、
芸
備
線
の
現
在
の
状
況
と
存
続
に
向

け
た
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

芸
備
線
に
乗
ろ
う

　

市
民
グ
ル
ー
プ
利
用
者
へ
の
運
賃
助
成
、

駅
な
ど
で
実
施
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。
家
族
、
友
人
な
ど
で
ぜ

ひ
芸
備
線
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
関
連
記

事
11
ペ
ー
ジ
）

①
庄
原
市
芸
備
線
利
用
助
成
金

　

５
人
以
上
の
市
民
グ
ル
ー
プ
が
、
市
内
の

駅
か
ら
市
内
ま
た
は
市
外
近
郊
へ
の
移
動
に

芸
備
線
を
利
用
す
る
際
に
、
普
通
乗
車
運
賃

の
３
分
の
２
を
助
成
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

②
庄
原
市
芸
備
線
利
用
促
進
イ
ベ
ン
ト
助
成
金

　

庄
原
市
内
の
芸
備
線
の
駅
で
開
催
す
る
、

利
用
促
進
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

す
る
市
内
団
体
な
ど
に
対
し
、
実
施
経
費
の

５
分
の
４
を
助
成
し
ま
す
。（
上
限
あ
り
）

芸
備
線
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

　

市
内
の
芸
備
線
区
間
の
車
窓
か
ら
撮
影
し

た
写
真
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
優
秀
賞
、
最
優
秀
賞
な
ど

を
決
定
し
、
駅
舎
な
ど
で
写
真
展
を
開
催
し

ま
す
。
ま
た
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
な
ど
へ
写
真

を
展
示
し
、
芸
備
線
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
予

定
で
す
。

　

応
募
作
品
の
撮
影
時
期
は
問
い
ま
せ
ん
。

詳
細
が
決
定
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

芸
備
線
へ
の
愛
着
の
醸
成

　

芸
備
線
に
対
す
る
愛
着
を
醸
成
す
る
た

め
、
芸
備
線
の
利
用
経
験
が
少
な
い
児
童
・

生
徒
な
ど
の
乗
車
体
験
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。
市
内
の
芸
備
線
を
利
用
し
た
モ
デ
ル
コ

ー
ス
を
設
定
し
て
、小
中
学
校
の
課
外
研
修
、

Ｐ
Ｔ
Ｃ
事
業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

※
そ
の
他
、
昨
年
度
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
「
カ
ー
プ
応
援
隊
・
Ｊ
Ｒ
利
用
コ

ー
ス
」
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。
芸
備
線
に

乗
っ
て
カ
ー
プ
の
応
援
に
行
き
ま
し
ょ
う
！

市
内
で
切
符
を
買
お
う

　

市
内
の
芸
備
線
３
駅
（
左
表
参
照
）
で
Ｊ

Ｒ
の
乗
車
券
や
特
急
券
な
ど
が
購
入
で
き
ま

す
。
こ
の
３
駅
で
購
入
す
る
と
芸
備
線
の
収

益
と
な
り
ま
す
。
み
ん
な
で
買
っ
て
芸
備
線

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

切符販売窓口
駅名 窓口営業日 窓口営業時間 購入可能切符

備後庄原

年末年始を除く
毎日

７時10分～17時10分

乗車券
自由席特急券
指定券
定期券

備後西城 ６時50分～17時40分 乗車券

東城 ７時10分～９時10分 乗車券
自由席特急券

芸備線主要駅の１日当たり乗車人数　　　　　　　　　　　　　　資料：西日本旅客鉄道㈱
駅名 平成元年 平成10年 平成20年 平成25年 令和元年
東城 242人 76人 14人 12人 11人

備後落合 50人 38人 26人 17人 14人

備後西城 192人 100人 64人 38人 36人

備後庄原 326人 215人 150人 119人 127人
※東城駅の利用者数の落ち込みが特に激しい。原因として①人口減少と運行本数の減少②平成３
年から東城～三次間の直通便が廃止され、備後落合駅で乗り換えとなったこと③昭和 61 年４月
から東城～広島間の高速バスが運行開始され、芸備線利用者が高速バスへシフトしたこと―が考
えられる。

芸
備
線
は
今
・・・
Vol.8

シ
リ
ー
ズ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係 

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

営
業
再
開
に
よ
る
新
た
な
取
り
組
み

①
ロ
ビ
ー
空
間
の
改
装

　

軽
食
カ
ウ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、雑
談
や「
ワ

ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
休
暇
と
併
用
し
て
旅
先
で

仕
事
を
す
る
こ
と
）」
な
ど
の
時
間
を
過
ご

せ
る
空
間
の
整
備
。

②
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備

　

レ
ス
ト
ラ
ン
内
に
、
雨
天
時
で
も
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
が
で
き
る
「
無
煙
ロ
ー
ス
タ
ー
」
を

設
置
し
、庄
原
自
慢
の
比
婆
牛
や
野
菜
な
ど
、

地
産
地
消
の
新
鮮
な
食
材
を
楽
し
め
る
環
境

の
整
備
。

③
施
設
の
有
効
活
用

　

キ
ャ
ン
プ
・
登
山
・
部
活
動
の
利
用
客
向

け
に
、
施
設
内
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
、
更
衣

室
や
ジ
ム
と
し
て
活
用
予
定
。

④
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
開
発

　

高
齢
層
を
中
心
と
し
た
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ブ

ー
ム
に
よ
り
、
日
帰
り
で
の
施
設
利
用
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
弁
当
な
ど
の
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
を
販
売
。

　

昨
年
８
月
か
ら
施
設
利
用
を
休
止
し
て
い

た
「
ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森
」
が
４
月
１
日
に

営
業
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

県
が
新
た
に
指
定
管
理
者
を
募
集
し
た
結

果
、「
株
式
会
社
ア
グ
リ
ヒ
バ
ゴ
ン
」
が
管
理

運
営
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
た
な
指
定
管
理
者
の
下
で
は
、
予
約
シ

ス
テ
ム
導
入
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
化
、
レ
ス
ト
ラ
ン

メ
ニ
ュ
ー
の
見
直
し
や
、
冬
季
の
ス
キ
ー
需

要
に
限
ら
ず
、
登
山
や
自
然
体
験
・
学
習
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
一
年
を
通
じ
た
利
用

促
進
が
図
ら
れ
ま
す
。

施
設
の
概
要

名
称　

広
島
県
立
県
民
の
森

指
定
管
理
者　

株
式
会
社
ア
グ
リ
ヒ
バ
ゴ
ン

営
業
時
間　

８
時
～
21
時

事
業
内
容　

公
園
施
設
維
持
管
理
事
業
、
自

然
環
境
体
験
学
習
事
業
、
宿
泊
事
業
、
キ
ャ

ン
プ
事
業
、
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
事
業
、
特
産
品

販
売
事
業
な
ど

住
所　

西
城
町
油
木
１
５
６
‐
14

連
絡
先　

☎
０
８
２
４
‐
84
‐
２
０
２
０

メ
ー
ル　

a.hibagon@
gm

ail.com

ひ
ろ
し
ま
県
民
の
森　

指
定
管
理
者　
　

株
式
会
社
ア
グ
リ
ヒ
バ
ゴ
ン　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

石い
し
か
わ川
芳よ

し
ひ
で秀
さ
ん

　　

広
島
県
の
中

山
間
地
域
に
あ

る
庄
原
市
は
、

農
林
業
と
観
光

業
が
主
た
る
産

業
で
あ
り
、昨
夏
の
施
設
利
用
休
止
以
降「
ひ

ろ
し
ま
県
民
の
森
」
と
い
う
集
客
力
を
失
っ

た
地
域
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
周
辺
の
小
売

店
や
飲
食
店
は
さ
ら
な
る
売
上
高
の
低
下
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
、
地
域
の
皆
さ
ん

や
ス
タ
ッ
フ
、
県
、
市
、
商
工
会
な
ど
関
係

機
関
の
協
力
の
下
、
再
び
地
域
活
性
化
の
火

を
灯
す
べ
く
、
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
社
は
「
県
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
あ
げ

る
快
適
空
間
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
こ
れ
ま

で
利
用
し
た
方
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
た
、

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
資
金
確
保
と
、「
ひ
ろ
し
ま

県
民
の
森
」
を
皆
さ
ん
と
「
創
り
あ
げ
て
い

き
た
い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、「
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
不
特
定

多
数
の
人
が
他
の
人
や
組
織
に
財
源
の
提

供
・
協
力
を
行
う
こ
と
）」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
イ
ベ
ン
ト
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ひろしま県民の森

詳しくは

で検索してください
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新型コロナウイルスワクチンの接種が始まります

◎ワクチンの有効性と副反応

◎接種スケジュール

新型コロナウイルス感染症対策本部　☎0824-73-1137

　ワクチンの接種には本人の同意が必要です。以下のワクチンの有効性と副反応をご確認ください。万が一、接
種時に重篤な副反応が起こった場合、接種会場に常駐する医療従事者が直ちに処置を行います。接種後、気にな
る症状があった場合は、接種医またはかかりつけ医に相談してください。

　新型コロナウイルスワクチンの接種開始日が決定しました。65歳以上の方（昭和32年４
月１日以前に生まれた方）を対象に、「集団接種」を市内７会場で行います。（６月末まで
の予定）
　ワクチン接種を受けるには予約が必要です。集団接種の予約受付期間は、５月 14日（金）
までです。（予約状況により接種が遅れる場合があります）
※予約方法や集団接種会場についての詳細は、案内通知（３月 26 日発送済み）または
　広報しょうばら３月号をご覧ください。

◇ワクチンの有効性

◇ワクチンの副反応

　ファイザー社製ワクチンを接種した人は、接種していない人よりも新型コロナウイルス感染症を発症
しにくいことが分かっており、発症予防効果は約95％と報告されています。（出典：厚生労働省）

　新型コロナウイルスのワクチンに限らず、どのようなワクチンでも、接種後にはワクチンが免疫をつけ
るための反応を起こすことにより、接種部位の痛み、発熱、頭痛などの「副反応」が生じる可能性がありま
す。
　ファイザー社製ワクチンの医療従事者向け先行接種では、ワクチン接種後に次の副反応が報告されて
います。（３月12日時点）
▶接種部位の痛み（約92％）
▶倦怠感（約23％）
▶頭痛（約21％）
▶37.5℃以上の発熱（約３％）　など　（出典：厚生労働省）
　なお、接種後の体調を観察するため、ワクチン接種後15分から30分程度、接種会場で待機していただき
ます。

接種開始　４月22日（木）から

　対象者へ、ワクチン接種に必要な接種券（クーポン券）と案内通知を発送しています。
接種方法 ４月 ５月 ６月 ７月～令和４年２月末
集団接種

個別接種
※定期受診をしている方やアレルギー・基礎疾患などがある方は、事前にかかりつけ医に相談してください。　
　かかりつけ医に「個別接種が望ましい」と判断された方は、７月以降に医療機関で個別接種を受けてください。
※ 65 歳未満の方は、７月以降の接種を予定しています。
※スケジュールは予定です。変更となる場合は、広報しょうばらやホームページなどで、随時お知らせします。

※詳しくは厚生労働省ホームページをご覧ください。
　（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/vaccine_00184.html）
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65歳以上の方の介護保険料を改定

◆第１号被保険者の所得段階別保険料
　※介護保険料を納めていただく方には、別途、通知書を送付します。

所得段階区分
基準額に
対する割合
（軽減前）

保険料の
年額

第１段階
・生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で、世帯全員が市民税非課税の方
・世帯全員が市民税非課税で、本人の前年の公的年金などの収入金額と
合計所得金額の合計が80万円以下の方

0.3
（0.5） 23,585円

第２段階 世帯全員が市民税非課税で、
本人の前年の公的年金などの収入金額
および合計所得金額の合計が右欄の方

80万円を超え
120万円以下の方

0.5
（0.75） 39,309円

第３段階 120万円を超える方 0.7
（0.75） 55,032円

第４段階 本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者がいる方で、本人の前年の
公的年金などの収入金額と合計所得金額の合計が80万円以下の方 0.9 70,755円

第５段階
【基準額】

本人が市民税非課税で、世帯に市民税課税者がいる方で、本人の前年の
公的年金などの収入金額と合計所得金額の合計が80万円を超える方 1.0 78,617円

第６段階

本人が市民税課税で、
本人の前年の合計所得金額が右欄の方

120万円未満の方 1.2 94,340円
第７段階 120万円以上200万円未満の方 1.3 102,202円
第８段階 200万円以上290万円未満の方 1.6 125,787円
第９段階 290万円以上400万円未満の方 1.7 133,649円
第10段階 400万円以上600万円未満の方 1.8 141,511円
第11段階 600万円以上の方 1.9 149,372円

◆第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画を策定しました　

◆地域密着型サービスの充実を図ります

高齢者福祉課介護保険係　☎0824-73-1167

　介護保険料は、３年ごとに介護給付費の見込みを算定し、見直しを行います。
　市は、第８期高齢者福祉計画・介護保険事業計画（令和３～５年度）を策定し、65歳以上の方（第
１号被保険者）の介護保険料の額を次のとおり改定しました。
　第８期の保険料基準額（年額）は78,617円となり、第７期（平成30～令和２年度）の80,640円と比
較すると、2,023円の引き下げとなります。
　なお、第１段階から第３段階は、消費税率の引き上げ分を財源に、公費（国・県・市）による負担軽
減を図ります。　

基本目標を“高齢者の自立と安心を支えるまちの実現”とし、多様かつ総合的な高齢者支援を推進します。
　基本政策１　　介護予防・健康づくりの推進
　基本政策２　　自立と安心を支える地域づくり
　基本政策３　　介護保険事業の安定的な運営
※計画の具体的な内容は、市ホームページなどで確認できます。

　地域密着型サービスは、住み慣れた地域でいつまでも生活が続けられるように、地域の特性に応じた柔軟な
体制で提供される介護サービスで、市が事業者の指定や監督を行います。
　第８期計画期間において、定期巡回・随時対応型訪問介護看護事業所の新設、小規模多機能型居宅介護事業
所の追加、通所介護の定員増を予定しています。
　▶定期巡回・随時対応型訪問介護看護・・・・・24時間対応の訪問サービス
　▶小規模多機能型居宅介護・・・・・「通い」「訪問」「泊まる」を組み合わせたサービス
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水田での農薬流出防止に努めましょう
　農林水産省が定める省令により、水田において農薬を使用するときは「農薬が流出することを防止するために
必要な措置を講じるよう努めなければならない」とされています。
　除草剤の散布など水田用農薬を使用する際は、農薬が河川などへ流れ出ないよう、下記のことを守ってくださ
い。また、代

し ろ

かき期から田植期を中心に出る濁り水についても、流出を防ぐために適正な水管理を心掛けましょう。

環境政策課環境政策係　☎0824-72-1398

降水量が多いときは

　農薬散布前後の気象状況に十分注意し、大雨などの
恐れがある場合は、農薬の使用を控えま
しょう。

畦畔の補修を

　ネズミやモグラ、アメリカザリガニなどが掘った穴
により、畦

け い は ん

畔（あぜ）から漏水することがあります。
　濁り水の流出防止、地・水温や除草剤効果の低下防
止のためにも、あぜ塗りをして畦畔を補修し、漏水を
防ぎましょう。

農薬飛散に注意を

　農薬の散布時には、水路や周辺作物などに農薬が飛
散しないように注意しましょう。

浅水代かき

　代かきは土くれが７～８割見える程度の浅水状態で
行いましょう。水量が抑えられるだけでなく、わらの
浮き上がりを防止できるため、作業面でもメリットが
あります。

落水を減らす心掛けを

　田植え前には作業をしやすくするために落水する
（水を減らす）のが一般的ですが、代かき以降の水量
管理に気を配り、田植え前の落水をできるだけ減らす
よう心掛けましょう。

止水期間は一週間

　水田で農薬を使用するときは、止水期間を一週間程
度としてください。
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昨年度利用メニューランキング

１位　庄原版終活ノート「いきかたノート」について
２位　高齢者の健康づくり～フレイル予防について～
３位　こころの健康づくり
　　　～自分と大切な人の命を守るために～
※昨年度は新型コロナウイルスの影響により、例年どおりの実施ができ
ませんでしたが、十分な感染症対策を行いながら、40以上の団体の皆さ
んに約 70件利用していただきました。

本年度の主な新メニュー

▶空き家対策について
▶デジタル社会への取り組みについて　など
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迎
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。
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。
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。
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☆ほのぼのネット５月の行事予定☆
とき 内容 申込期限 ところ

出張相談 ５月８日㈯
10 時～ 12 時

▪妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談
▪母子健康手帳の交付

５月７日㈮
17時まで

庄原ひだまり広場
西本町2-12-8
☎0824-75-0222

※参加を希望する方はほのぼのネットへご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合があります。
※本年度は子育て講座を巡回して各地域で実施しています。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て

家
庭
や
地
域
の
人
が
気
軽
に
集
ま
り
、

交
流
で
き
る
場
で
す
。
不
安
に
な
り
が

ち
な
育
児
が
少
し
で
も
楽
し
く
な
る
よ

う
に「
子
育
て
や
子
ど
も
の
発
達
に
関

す
る
相
談
」「
子
育
て
家
庭
の
友
だ
ち

　庄原市子育て世代包括支援センター（愛称：ほのぼ
のネット）は、安心して妊娠・出産・子育てができる
ように、さまざまな相談に応じ、必要な情報・サービ
スの提供を行います。このページで皆さんに子育てに
関する情報をお伝えします。

【問い合わせ】　ほのぼのネット（子育て世代包括支援センター）　☎0824-73-1214

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

地域 名称 連絡先 開設日時
（＊祝日を除く）

庄原

庄原子育て支援センター
（庄原ひだまり広場）

西本町2-12-8
☎0824-75-0222

月～土曜日＊
（第５土曜日を除く）
９時30分～16時

板橋子育て支援センター
（板橋ひだまり広場）

板橋町181-3
☎0824-72-6720

月・水・金曜日＊
９時30分～16時
火・木曜日＊
９時30分～12時

ジョイフル
子育て支援センター

西本町2-19-1
（ショッピングセンター
ジョイフルnagae内）
☎0824-72-7205

日・月・水～土曜日
９時30分～16時

田川子育て支援センター
（田川すてっぷ）

濁川町43-9
☎0824-72-3303

月～金・第３土曜日
９時30分～16時

西城 西城子育て支援センター
（キッズルームひよこ）

西城町中野192
☎090-8067-1943

火・木曜日＊
９時～12時
13時～15時30分

東城

東城子育て支援センター
東城町川東1371-1

（東城こどもの館内）
☎08477-2-0160

月～金曜日＊
9時30分～12時
13時～15時30分

小奴可
子育て支援センター

東城町小奴可2530-1
（小奴可こども園内）
☎08477-5-0031

月～土曜日＊
８時30分～17時

帝釈子育て支援センター
(帝釈じゃんぷ)

東城町帝釈未度2021
☎08477-6-0505

火・水・金曜日
９時～16時

口和 口和子育て支援センター
口和町永田415-4

（口和保健福祉センター内）
☎0824-89-7070

月・水・木曜日＊
９時～12時
13時～15時

高野 高野子育て支援センター
高野町新市1150-1

（高野保健福祉センター内）
☎0824-86-3044

火曜日＊
９時～12時
13時～15時

比和 比和子育て支援センター
比和町比和535-1

（比和保育所内）
☎0824-85-2608

金曜日＊
９時～12時
13時～15時

総領 総領子育て支援センター
総領町下領家71

（総領保育所内）
☎090-3634-0353

火・木曜日＊
９時～12時
13時～15時

※板橋子育て支援センターの開設日時が４月から変更となりました。
※新型コロナウイルス感染症対策のため、本人および家族の中で、発熱・咳・鼻水など、
体調がすぐれない人がいる場合は、利用をご遠慮ください。

づ
く
り
や
交
流
の
場
の
提
供
」「
子
育

て
情
報
の
提
供
」「
子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
活
動
支
援
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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３
月
24
日
、
西
城
小
学

校
子
育
て
支
援
施
設
の
完

成
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
市
や
学
校
関

係
者
な
ど
約
30
人
が
見
守

る
中
、
新
施
設
の
完
成
を

祝
っ
て
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
施
設
は
、
西
城
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
実
施
す

る
施
設
で
す
。
子
ど
も
た

ち
の
安
全
を
考
慮
し
、
西

城
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
内

に
建
設
し
ま
し
た
。

　

完
成
式
終
了
後
は
、
式

典
参
加
者
な
ど
を
対
象
に

内
覧
会
が
行
わ
れ
、
参
加

者
は
「
木
の
ぬ
く
も
り
を

感
じ
る
施
設
だ
」「
小
学

校
の
敷
地
内
な
の
で
、
公

道
を
移
動
す
る
必
要
が
な

く
安
心
で
き
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

完成した施設

西城小学校子育て支援施設の完成を祝う
西城小学校子育て支援施設完成式

西城支所

　

２
月
25
日
、
東
城
町
小
奴
可
で

一
般
県
道
下
千
鳥
小
奴
可
停
車
場

線
の
開
通
祝
賀
式
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

県
道
下
千
鳥
小
奴
可
停
車
場
線

は
、
東
城
町
小
奴
可
か
ら
千
鳥
ま

で
を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
沿
線
に

は
「
小
奴
可
小
学
校
」「
お
ぬ
か 

こ
ど
も
園
」「
小
奴
可
自
治
振
興

セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
公
共
施
設
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
生
活
面
ま
た
防

災
面
に
お
い
て
も
極
め
て
重
要
な

路
線
で
す
。

　

こ
の
た
び
開
通
し
た
区
間
は
、

国
道
３
１
４
号
か
ら
「
お
ぬ
か 

こ
ど
も
園
」
ま
で
で
、
通
学
路
と

県道改良で安心安全に
一般県道下千鳥小奴可停車場線の開通祝賀式

建設課

　

２
月
２
日
、上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
へ
、新

し
い
「
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投
用
囲
い
」を
整
備
し

ま
し
た
。こ
れ
は
、既
存
の
備
品
が
老
朽
化
し
た
こ

と
と
、最
新
の
ル
ー
ル
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
を
活
用

し
て
更
新
し
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助
成
金
と
は
、ス
ポ
ー
ツ

く
じ
（t

ト

ト

oto

・B

ビ
ッ
グ

IG

）の
販
売
に
よ
り
得
ら
れ
る
資

金
を
も
と
に
、地
方
公
共
団
体
や
ス
ポ
ー
ツ
団
体

が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
す
る
事
業
に
対

し
て
、独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
が
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、既
存
の
備
品
は
県
内
の
高
校
で
、練
習
用

と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
、地
域
の

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「円盤・ハンマー投用囲い」を更新
スポーツ振興くじ助成金を活用した整備事業

都市
整備課

長い歴史に幕
市内小学校５校で閉校式

教育
総務課

　

本
年
３
月
末
で
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
小
学
校
に
つ

い
て
、
２
月
28
日
の
口
南
小
学
校
閉

校
式
を
皮
切
り
に
、美
古
登
小
学
校
、

八
幡
小
学
校
、
川
北
小
学
校
、
口
北

小
学
校
の
５
校
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が

ら
、
閉
校
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

閉
校
式
で
は
、
木
山
耕
三
市
長
、

各
学
校
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
児
童

代
表
か
ら
市
長
へ
校
旗
が
返
納
さ

れ
、全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
は
、
思
考
力
や
表

現
力
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
情
報
活
用
能
力
な
ど

「
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
」

を
身
に
付
け
、
多
様
な
考
え
の
中
で

学
び
合
い
、
質
の
高
い
教
育
活
動
を

創
造
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
学
校

教
育
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

セミナーの様子

市役所業務の効率化に期待
市職員向けRPAセミナー

行政
管理課

　

３
月
４
日
、
市
職
員
向
け
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
29
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ
ス
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
略
語
で
、
定
型
業
務

を
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
型
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
自
動

化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
効
率
化
が

期
待
さ
れ
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
で
す
。
市
は
令

和
元
年
度
か
ら
２
年
度
に
か
け
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

試
行
導
入
を
行
い
、
そ
の
効
果
検
証
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
市
役
所
に
お
け
る

今
後
の
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
本
格
導
入
を
見
据
え
て
、

職
員
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
っ

た
も
の
で
、受
託
事
業
者
か
ら
講
師
を
迎
え
、

パ
ソ
コ
ン
上
で
の
簡
単
な
操
作
を
自
動
化
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
の
構
築
と
実
行
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

参
加
し
た
職
員
は
「
難
し
か
っ
た
が
、
事

務
作
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
で
き
そ

う
」
と
期
待
を
込
め
ま
し
た
。
今
後
も
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
導
入
を
含
め
た
行
政
事
務
の
改
善
を
図

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

更
新
し
た
「
円
盤
・
ハ
ン
マ
ー
投
用
囲
い
」

し
て
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
利

用
す
る
区
間
で
す
。
市
は
主
要

事
業
要
望
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
じ
、
県
に
対
し
て

区
間
改
良
な
ど
の
要
望
を
粘
り

強
く
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

開
通
祝
賀
式
で
は
、
木
山
耕

三
市
長
を
は
じ
め
、
県
、
県
議

会
議
員
、
市
議
会
議
員
、
地
元

の
関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
、

市
長
あ
い
さ
つ
と
来
賓
祝
辞
の

後
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
、
開
通
を
祝
い
ま

し
た
。

開通祝賀式のテープカットの様子

２車線に改良された一般県道下千鳥小奴可停車場線

　

広
島
市
内
の
「M

マ

ツ

ダ

A
Z

D
A

 Z

ズ

ー

ム

oom
-Z

ズ

ー

ム

oom

ス
タ
ジ
ア
ム

広
島
」
に
比
婆
牛
の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
看
板
設
置

に
よ
り
、
球
場
を
訪
れ
る
人
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
中
継
で

県
内
外
の
人
へ
向
け
た
比
婆
牛
の
宣
伝
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

市
は
平
成
26
年
度
か
ら
比
婆
牛
の
認
証
制
度
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
和
牛
産
地
の
維
持
発
展
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
間
、
地
域
団
体
商
標
や
地
理
的
表
示
保
護
制
度
（
Ｇ

Ｉ
）
に
登
録
さ
れ
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も

に
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
の
ぼ
り
な
ど
の
広
告
資
材
の
作
成
、

Ｐ
Ｒ
看
板
や
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
活
用
な
ど
、
市
内

外
で
の
知
名
度
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も
比
婆
牛
の
消
費
拡
大
に
向
け
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

を
行
う
こ
と
で
農
家
所
得
の
向
上
を
図
り
、
増
頭
支
援
や

比
婆
牛
取
扱
店
数
の
拡
大
な
ど
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の

基
盤
の
拡
充
を
進
め
ま
す
。バックスクリーン横に設置された看板

比婆牛の消費拡大に向け広くＰＲ
比婆牛看板を設置

農業
振興課

白地に赤い文字で書かれた比婆牛の看板

児童代表から木山市長へ校旗を返納 校歌を斉唱する児童
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　街道東城路での展示・3/6～4/4

熱い声援を届けます！ 手紙でつながる地域の絆
　カープ観戦チケット事前予約申込会・3/7 　「比和地域の支えあいづくりのつどい」展示・3/16～28

　備北交通たび館庄原で「庄原市カープ応援隊
２０２１年シーズンチケット事前予約申込会」が開催
されました。本年の申込会は、抽選番号ごとに時間を
分けての受け付けや、アルコール消毒、検温を行うな
ど、新型コロナウイルス感染防止に配慮しながらの開
催となりました。
　参加者の中には「取りたい席をメモして準備してき
た。希望の席が取れてうれしい」「後ろの順番となっ
て席が残っていないかと心配したが、何とか席を取る
ことができてよかった」と喜ぶ人もいました。
　本年も庄原市カープ応援隊は、カープへ熱い声援を

「バリバリバリ」届けます！

比和町では、毎年３月に比和自治振興区・庄原市社
会福祉協議会などが主体となり「比和地域の支えあい
づくりのつどい」を開催しています。本年はコロナ禍の
影響で地域の方が集まる行事は中止となりましたが、
代わりに子どもと大人が手紙などでつながる世代間交
流が実施されました。

比和保育所の園児からはヒマワリの種が、比和小・
中学生からは「比和の自慢や好きなところ」の俳句や
短歌、メッセージが地域の方に配布され、子どもたちに
は地域の方から募集したメッセージが送られました。

今回の交流で使われた手紙などは「コロナ禍でも地
域が一つにつながっていることを実感できるように」
と、比和自治振興センターに展示されました。

▲申込会の様子 ▲比和自治振興センターでの展示を楽しむ様子

№２
発達障害の理解に向けて 地域の歴史を知ろう
　第３回「発達障害」を理解する講演会・3/12 　シモタカフェ・3/12

西城自治振興センターで第３回「発達障害」を理解
する講演会が開催され、19 人が参加しました。今回は
発達障害の理解と支援をテーマに、西城自治振興区の
平
ひ ら い

井正
まさずみ

澄事務局長が講演しました。
講演会では、講師の体験談などを交えた説明や参加

者同士での意見の交換などが行われ、発達障害につい
て理解を深めました。また、支援について、合理的配慮

（一人一人の特徴や場面に応じて発生する障害や困難を
取り除くための配慮）の重要性や日本での発達障害を
抱えながら活躍している人の事例について話しました。

参加者は「体験談をもとに笑いも交えた説明で分か
りやすかった。こういった機会を通じて発達障害につい
て理解が進むことが大切だと感じた」と話しました。

　下高自治振興区は、毎月１回、地域の人が気軽に集
まり話ができる「シモタカフェ」を開催しています。
　この日は 20 人が参加し、帝釈峡博物展示施設「時
悠館」の稲

い な む ら

村秀
しゅうすけ

介学芸員から高野町高暮地区の岩
が ん く つ

窟
にある社「岩

い わ や ご ん げ ん

屋権現」の謎について聞きました。
　参加者は、社の起源や、岩窟がたたら製鉄に使われ
た鉄鉱石の採掘跡の可能性があること、中国山地には

「伊
い ざ な み

邪那美の隠れ穴（西城町）」に代表される岩窟が多
数あることなどの説明を受けました。また参加者から
は、現在は高暮ダム湖底に沈んでいる下高暮地域の過
去の様子が話されました。今回の話で興味を持った参
加者は、向

む こ う だ

田富
ふ み え

美恵地域マネージャーの声掛けで、５
月に岩屋権現を訪れることになりました。

▲説明会の様子 ▲参加者は「岩屋権現」について話を聞いた

№６№７

▲春を知らせる「節分草」

人権を身近に
　口和健康づくり会　学習会・3/12

　口和健康づくり会が主催する「第８回学習会」が口
和保健福祉センターで開催され、19 人が参加しまし
た。同会は、健康づくりと元気づくりに関する事業を企
画実施することで、地域の健康力の向上を図ることを
目的に活動しています。
　今回の学習会では、人権学習の一環として啓発映画
を視聴しました。子どもと若者の人権をテーマとした
映像作品「君が、いるから」の視聴を通じ、改めて人権
を身近な問題として考える良い機会となりました。
　参加者は「私たち一人一人が、人権を自分自身に関
わる問題として捉え、気づき、考えて行動することが大
切であると思いました」などの感想を話しました。

春を感じる東城のまちなか

　例年、春の東城町で開催されている「東城まちなみ
春まつり」は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点
から本年は中止となりましたが、地域の皆さんが協力
し、街道東城路沿いの各所でひな人形などが飾られま
した。
　また、三楽荘では「お婆

ば ば

女の手遊び作品展」が開催さ
れました。この作品展には、庄原市周辺で活動している

「手芸百
ひゃっぱん

般何でも造ってみよう」の皆さんの宝船や干
支などの手芸作品が会場全体に飾られました。
　街道近くの桜並木も見頃を迎え、訪れた人たちは東
城のまちなみ散策を思い思いに楽しんでいました。

№５ №４

▲三楽荘で開催された作品展の様子

総領町には、「春を告げる花」として知られている節
分草をはじめ、「春植物」といわれる希少でかれんな山
野草がたくさん自生しています。

本年は新型コロナウイルスの影響で、節分草に関す
るイベントは中止になり、自生地公開もできませんで
したが、町内ではたくさんの節分草が花を咲かせまし
た。また、アースワーク河川公園の節分草自生地のそば
には、「福を招く花」として親しまれている、黄金色の福
寿草も開花しました。

節分草保存会の矢
や ぶ き

吹正
ま さ な お

直さんは「春を知らせてくれ
る節分草を楽しみにしている方がたくさんいる。来年
は感染症が落ち着き、多くの方に訪れてもらいたい」と
話しました。

▲福を招く花「福寿草」

元気に花開く
　山野草の開花 №１

▲学習会の様子

№３
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悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

５月10日㈪・17日㈪
８時30分～17時15分 保健医療課母子保健係

特になし

支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

５月８日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 ５月11日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所での相
談を希望する方はお問い合わ
せください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 ５月18日㈫13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 ５月13日㈭13時30分～15時30分 西城支所

東城 ５月６日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 ５月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 ５月20日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 ５月20日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 ５月12日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 ５月14日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 ４月23日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時 児童福祉課あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

西城 「コスモスカフェ」
５月６日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

相談・ 情報交換
参加費１００円

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
４月27日㈫13時30分～14時30分

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和
「あしたのカフェ」

４月20日㈫・５月18日㈫
13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会

庄原 ５月20日㈭10時～16時 市役所本庁舎２階会議室 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

東城 ５月13日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身 体 障 害 者
補装具判定会 肢体 ５月20日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

催　
　

し

遠
藤
さ
つ
き　

備
北
路　
　

早
春
の
コ
ン
サ
ー
ト　
　

延
期
振
り
替
え
公
演

　

３
月
７
日
㈰
に
開
催
を
予
定

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
っ

た
「
遠
藤
さ
つ
き　

備
北
路　

早

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
～
バ
ッ
ハ
か
ら

美
空
ひ
ば
り
ま
で
～
」
の
、
延
期

振
り
替
え
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
15
日
㈯

開
場
13
時　

開
演
13
時
30
分

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

※
東
城
文
化
ホ
ー
ル
で
も
、
同
日

18
時
か
ら
同
様
に
開
演
し
ま
す
。

入
場
料

２
千
円
（
当
日
２
５
０
０
円
）

全
席
自
由
席

高
校
生
以
下　

無
料（
要
整
理
券
）

※
３
月
７
日
公
演
分
の
チ
ケ
ッ
ト

は
、
延
期
し
た
公
演
に
利
用
で
き

ま
す
。
延
期
し
た
公
演
に
来
場
で

き
な
い
方
は
、
４
月
30
日
㈮
ま
で

チ
ケ
ッ
ト
代
金
を
庄
原
市
民
会
館

で
払
い
戻
し
ま
す
。

※
庄
原
市
民
会
館
友
の
会
会
員
の

方
は
１
割
引
（
庄
原
市
民
会
館
で

の
購
入
に
限
る
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

演
奏
曲
目

○
ハ
イ
ド
ン　

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ

第
39
番　

第
２
、３
楽
章

○
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン　

ピ
ア
ノ
・

ト
リ
オ　

作
品
１
‐
１
第
1
楽
章

○
ふ
る
さ
と
讃
歌

○
川
の
流
れ
の
よ
う
に　

ほ
か

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の　

感
染
予
防
対
応
に
つ
い
て

▼
マ
ス
ク
の
着
用
や
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
、
入
場
時
の
検
温
な
ど
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
の
裏
に
、
事

前
に
必
ず
連
絡
先
（
氏
名
、住
所
、

電
話
番
号
）
を
油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
記
入
が

な
い
場
合
は
、
入
場
を
お
断
り
し

ま
す
。提
供
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、

保
健
所
な
ど
の
公
的
機
関
か
ら
要

請
が
あ
っ
た
場
合
に
提
供
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
全
席
自
由
席
で
す
が
、
観
客
席

に
着
席
後
、
使
用
座
席
の
列
と
番

号
を
チ
ケ
ッ
ト
表
面
の
列
・
番
号

空
欄
に
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
各
席
の
間
隔
を
空
け

て
用
意
し
ま
す
の
で
、
同
伴
者
も

必
ず
間
隔
を
空
け
て
ご
着
席
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
城
自
治
振
興
区

☎
０
８
４
７
７
‐
2
‐
０
４
８
７

広
島
県
ア
ダ
プ
ト
活
動
団
体

　

県
は
、
県
が
管
理
す
る
道
路

（
国
・
県
道
１
０
０
メ
ー
ト
ル
以

上
）・
河
川（
１
、２
級
河
川
50
メ
ー

ト
ル
以
上
）
で
清
掃･

緑
化
・
草

刈
り
な
ど
の
活
動
を
行
う
団
体
を

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
ア
ダ
プ
ト
活
動
と
は
、
住
民
な

ど
が
主
体
と
な
っ
て
清
掃
・
緑
化

活
動
な
ど
を
中
心
に
、
公
共
空
間

を
わ
が
子
の
よ
う
に
面
倒
を
み
て

い
く
活
動
を
い
い
ま
す
。

支
援
内
容

①
希
望
す
る
団
体
に
団
体
名
や
企

業
名
を
記
し
た
表
示
板
（
ア
ダ
プ

ト
サ
イ
ン
）
を
設
置

②
活
動
に
伴
う
傷
害
・
損
害
賠
償

保
険
の
加
入

問
い
合
わ
せ

広
島
県
北
部
建
設
事
務
所
庄
原
支

所
管
理
用
地
課

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
２
０
１
５

そ  

の  

他

市
道
の
草
刈
り
に
対
す
る　

交
付
金
制
度

　

市
道
の
草
刈
り
を
実
施
し
た
地

域
団
体
に
対
し
て
、
片
側
延
長
１

メ
ー
ト
ル
に
つ
き
12
円
を
交
付
し

ま
す
。

受
付
期
間

４
月
20
日
㈫
～
５
月
31
日
㈪

申
し
込
み

　

受
付
期
間
内
に
、
建
設
課
ま
た

は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振

興
室
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島　
　

新
小
学
１
、２
年
生　
　
　
　

無
料
観
戦
パ
ス
ポ
ー
ト

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
は
、
新

小
学
１
、２
年
生
を
対
象
に
、
４

月
10
日
以
降
の
全
て
の
Ｊ
１
公
式

戦
に
招
待
す
る
無
料
観
戦
パ
ス

ポ
ー
ト
を
交
付
し
ま
す
。
来
場
回

数
に
応
じ
て
タ
オ
ル
や
ボ
ー
ル
な

ど
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
応
募

フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
.sanfrecce.co.jp/

応
募
フ
ォ
ー
ム

https://f.m
sgs.jp/

w
ebapp/form

/20157_
hvdb_407/index.do

サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
地
域
ビ
ジ

ネ
ス
部

☎
０
８
２
‐
２
７
５
‐
５
０
３
２
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人
権
擁
護
委
員
と　
　
　

そ
の
活
動
に
つ
い
て

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
日
常
生
活

に
埋
も
れ
て
い
る
人
権
問
題
を
す

く
い
上
げ
る
た
め
に
、
市
町
村
長

の
推
薦
を
受
け
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
経
歴
を
持
っ

た
人
権
擁
護
委
員
が
、
そ
の
経
験

を
生
か
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
人
権
相
談
を
受
け
た
り
、
人
権

に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
人
権
を
侵
害
さ
れ
た
」

と
申
告
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
、
事

案
に
応
じ
て
、
法
務
局
の
職
員
と

協
力
し
て
事
実
関
係
を
調
査
し
、

被
害
者
の
救
済
の
た
め
、
最
善
の

方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

人
権
問
題
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

常
設
相
談
所

広
島
法
務
局
三
次
支
局

三
次
市
三
次
町
１
０
７
４
番
地

開
設
時
間

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
）

電
話
に
よ
る
相
談

①
人
権
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て

【
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０

ゼ
ロ
ゼ
ロ
み
ん
な
の

０
３
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

②
Ｄ
Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性
の

人
権
に
つ
い
て

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０ナ

ビ
ダ
イ
ヤ
ル

５
７
０
‐
０ゼ

ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の

７
０
‐
８ハ

ー
ト
ラ
イ
ン

１
０

③
い
じ
め
、
虐
待
な
ど
子
ど
も
の

人
権
に
つ
い
て

【
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
】

☎
０フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

１
２
０
‐
０ゼ

ロ
ゼ
ロ
ナ
ナ
の

０
７
‐
１ひ

ゃ
く
と
お
ば
ん

１
０

④
外
国
語
に
よ
る
人
権
相
談

（H
um

an R
ights C

ounselling 
for F

oreigners)
【
外
国
語
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

☎
０
５
７
０
‐
０
９
０
‐
９
１
１

開
設
時
間

▼
①
～
③ 
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
） 

（
②
お
よ
び
③
は
、
右
記
時
間
以
外

は
留
守
番
電
話
に
よ
る
対
応
可
）

▼
④　

９
時
～
17
時

※
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く)

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
相
談

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
人
権
相
談
受
付

窓
口

https://w
w

w
.jinken.go.jp/

市
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

　

直
近
の
相
談
日
程
に
つ
い
て

は
、「
あ
な
た
の
相
談
を
お
受
け

し
ま
す
」（
32
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

庄
原
市
河
川
道
路
美
化
活
動

保
険
制
度

　

市
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
、
自
治

会
な
ど
が
主
催
す
る
美
化
活
動

（
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
）を
対
象
に
、

保
険
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
活
動

　

市
が
管
理
す
る
河
川（
普
通
河

川
）
と
道
路（
市
道
・
農
道
・
林
道
）

で
行
う
清
掃
・
草
刈
り
な
ど
の
美

化
活
動

対
象
者　

美
化
活
動
計
画
書
を
提

出
し
た
団
体
の
参
加
者

内
容　

活
動
中
の
け
が
や
事
故
の

傷
害
・
賠
償
補
償

申
し
込
み

　

活
動
す
る
15
日
前
ま
で
に
、
美

化
活
動
計
画
書
を
建
設
課
ま
た
は

各
支
所
産
業
建
設
室
・
地
域
振
興

室
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
料
は
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ

建
設
課
管
理
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
０

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
室
・
地

域
振
興
室

庄
原
市
斎
場
（
和な

ご
み

の
丘
）

に
つ
い
て

　

３
月
号
に
引
き
続
き
、
問
い
合

わ
せ
の
多
か
っ
た
事
項
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ
で
お
答
え
し
ま
す
。

　

今
回
は
火
葬
の
手
続
き
に
つ
い

て
で
す
。

▼
火
葬
の
手
続
き
に
つ
い
て
教
え

て
ほ
し
い

　

あ
ら
か
じ
め
、
葬
祭
業
者
と
火

葬
の
日
時
を
調
整
の
上
、
市
民
生

活
課
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興

室
・
市
民
生
活
室
で
、
施
設
の
使

用
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
申

請
に
は
、
申
請
者
の
印
鑑
（
認
印

可
）
と
使
用
料
の
納
付
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

使
用
料
（
例
）

大
人
の
遺
体
１
体
当
た
り

○
市
民
の
場
合

１
万
３
２
０
０
円

○
市
民
以
外
の
場
合

３
万
３
千
円

▼
死
亡
届
の
翌
日
に
火
葬
を
し
た

い
が
、
何
時
ま
で
に
申
請
し
た
ら

よ
い
か

　

火
葬
の
申
請
は
、
使
用
を
希
望

す
る
日
の
前
日
17
時
ま
で
と
し
て

い
ま
す
。

（
例
）
４
月
２
日
の
火
葬
予
約
は
、

１
日
の
17
時
ま
で
に
申
請
が
必
要

で
す
。17
時
以
降
の
受
け
付
け
は
、 

３
日
以
降
の
火
葬
と
な
り
ま
す
。

（
東
城
斎
場
「
平
安
の
森
」、
高
野

斎
場
も
同
様
）

▼
遺
体
を
病
院
か
ら
直
接
斎
場
に

移
送
し
、
火
葬
を
行
い
た
い

　
「
墓
地
、
埋
葬
等
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
火
葬
は
死
亡
後
24

時
間
を
経
過
し
た
も
の
で
な
い
と

行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ

て
お
り
、
24
時
間
経
過
前
に
、
斎

場
（
火
葬
場
）
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
斎
場（
火
葬
場
）

へ
の
遺
体
の
移
送
は
、
施
設
の
使

用
を
許
可
し
た
時
間
に
お
願
い
し

ま
す
。
遺
体
の
移
送
や
安
置
に
つ

い
て
は
葬
祭
業
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

中
国
語
講
座

　

中
国
語
の
発
音
な
ど
を
基
礎
か

ら
じ
っ
く
り
学
べ
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
２
、４
木
曜
日

18
時
30
分
～
19
時
30
分

※
３
月
か
ら
変
更
と
な
っ
て
い
ま

す
。

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

対
象　

中
国
語
に
興
味
の
あ
る
方

講
師　
中
嶋
み
ど
り
さ
ん

料
金　

月
２
千
円

持
参
物　

筆
記
用
具
（
テ
キ
ス
ト

は
用
意
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
日
中
親
善
協
会
（
市
民
生

活
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

精
神
障
害
の
あ
る
方
へ
の

通
院
医
療
費
の
助
成
が
始

ま
り
ま
す

　

現
行
の
重
度
心
身
障
害
者
医
療

助
成
制
度
に
、
重
度
の
精
神
障
害

が
あ
る
方
へ
の
通
院
医
療
費
の
一

部
助
成
を
追
加
し
ま
す
。（
令
和

３
年
４
月
１
日
以
降
の
医
療
費
か

ら
対
象
と
な
り
ま
す
）

対
象
者

　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
所
持
者

（
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
［
精

神
通
院
］
所
持
者
に
限
る
。）

※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

対
象
医
療

　

医
療
保
険
が
適
用
さ
れ
る
通
院

に
か
か
る
医
療
な
ど

助
成
内
容

　

医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
者
は
１
医
療
機
関
に
つ

き
、
１
日
２
０
０
円
ま
で
の
一

部
自
己
負
担
で
受
診
で
き
ま
す
。

（
２
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は
、

そ
の
額
が
一
部
負
担
と
な
り
ま
す
）

※
一
部
自
己
負
担
金
は
月
に
４
日

目
ま
で
と
し
、
５
日
目
以
降
の
支

払
い
は
不
要
で
す
。
な
お
、
重
度

心
身
障
害
者
医
療
助
成
を
受
け
る

た
め
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
保
健
医
療
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

骨
髄
移
植
患
者
等
の
定
期

予
防
接
種
ワ
ク
チ
ン
再
接

種
費
用
補
助
金

　

市
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
骨
髄

移
植
手
術
な
ど
の
特
別
な
事
情
に

よ
っ
て
、
接
種
済
み
の
定
期
予
防

接
種
の
効
果
が
低
下
ま
た
は
失
わ

れ
た
方
に
対
し
て
、
任
意
で
再
接

種
を
行
う
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
予
防
接
種

　

四
種
混
合
、
二
種
混
合
、
麻
疹

風
疹
混
合
、
日
本
脳
炎
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、

ヒ
ブ
、
小
児
肺
炎
球
菌
、
水
痘
、

子
宮
頸け

い

が
ん
、
Ｂ
型
肝
炎
、
ロ
タ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
三
種
混
合
、

不
活
化
ポ
リ
オ

接
種
対
象
者

　

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

①
予
防
接
種
の
再
接
種
日
に
お
い

て
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
20
歳

未
満
の
方

②
対
象
予
防
接
種
の
再
接
種
が
必

要
で
あ
る
と
医
師
が
認
め
た
方

③
過
去
に
受
け
た
定
期
予
防
接
種

を
、
予
防
接
種
関
係
法
令
に
従
い

受
け
て
い
る
方

補
助
金
額

　

次
の
い
ず
れ
か
少
な
い
額

①
医
療
機
関
に
実
際
に
支
払
っ
た
額

②
市
が
定
め
る
額

申
請
手
続
き

　

接
種
前
に
事
前
申
請
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
保
健

医
療
課
医
療
予
防
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

保
健
医
療
課
医
療
予
防
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
５

62

美  幸

　

庄
原
市
民
会
館
・
庄
原
自
治
振

興
セ
ン
タ
ー
の
改
修
に
伴
い
、
次

の
期
間
か
ら
施
設
が
利
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。
な
お
、
昨
年
の
広

報
し
ょ
う
ば
ら
６
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
休
館
期
間
か
ら
変
更
と

な
っ
て
い
ま
す
。

休
館
期
間

▼
大
ホ
ー
ル　

６
月
１
日
㈫
か
ら

▼
そ
の
他
の
施
設

９
月
１
日
㈬
か
ら

庄
原
市
民
会
館
・
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
休
館
期
間
の
お
知
ら
せ

問
い
合
わ
せ

○
庄
原
市
民
会
館
に
つ
い
て

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
９

庄
原
市
民
会
館

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

○
庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て

自
治
定
住
課
自
治
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
９

庄
原
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
７
７
７
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広告

４
月
の
主
な
花

４
月
の
主
な
花

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

【
開
花
時
期
】
４
月
上
旬
～
下
旬

【
と
こ
ろ
】
花
の
広
場

●
ビ
オ
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
上
旬
～
５
月
下
旬

【
と
こ
ろ
】
花
の
広
場

●
ネ
モ
フ
ィ
ラ

【
開
花
時
期
】

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

【
と
こ
ろ
】
ピ
ク
ニ
ッ
ク
広
場

※
天
候
に
よ
り
、
開
花
期
間
や
見

頃
の
時
期
が
変
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

ひ
ば
の
里
「
紙
芝
居
」

ひ
ば
の
里
「
紙
芝
居
」

　

備
北
地
域
に
伝
わ
る
お
話
を
紙

芝
居
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

と
き

○
４
月
18
日
㈰　

▼
出
演　

ひ
ら
さ 

と
よ
ひ
こ

▼
演
目　
「
広
島
の
伝
説
」「
ば
け

ね
こ
山
」

○
４
月
25
日
㈰　

▼
出
演　

絵
本
牧
場
ご
ん
ぼ

▼
演
目　
「
か
さ
じ
ぞ
う
」「
円
通

寺
の
竜
」

①
11
時
～　

②
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

神
楽
殿

※
掲
載
の
内
容
は
、
変
更
・
延
期
・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
最
新
の
情
報
は
電
話
ま
た
は

公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト

　

庄
原
格
致
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
い
ま
す
。

と
き　

４
月
18
日
㈰

①
13
時
～　

②
14
時
～

と
こ
ろ　

花
の
広
場

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の　
　
　
　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の　
　
　
　

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
づ
く
り
体
験

ミ
ニ
ブ
ー
ケ
づ
く
り
体
験

　

花
の
広
場
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を

使
っ
て
、
簡
単
な
ブ
ー
ケ
を
作
る

体
験
で
す
。

と
き　

４
月
24
日
㈯
・
25
日
㈰

①
13
時　

②
13
時
30
分

③
14
時　

④
14
時
30
分

⑤
15
時　

⑥
15
時
30
分

⑦
16
時
（
各
回
20
分
程
度
）

と
こ
ろ　

花
の
広
場

定
員　

５
組
／
回
（
１
組
５
本
ま
で
）

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

そ
の
他

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専
２

年
・
比
和
町
）

第
６
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
本
町
）

●
男
子
大
回
転

第
１
位

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専
２

年
・
比
和
町
）

第
２
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分
校

１
年
・
西
本
町
）

第
６
位

前
田　
　

悠
（
加
計
高
芸
北
分
校

３
年
・
西
城
町
）

２
０
２
１
広
島
県
ジ
ュ
ニ
ア　

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
競
技
会

（
１
月
12
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
Ｋ
１
女
子

第
２
位

長
曽　

恋
音
（
高
野
小
５
年
）

第
３
位

堀
江　

結
子
（
高
野
小
５
年
）

●
Ｋ
２
女
子

第
６
位

松
木　

萌
夏
（
高
野
中
１
年
）

●
Ｋ
１
男
子

第
１
位

主
田　
　

宵
（
西
城
小
６
年
）

第
３
位

松
木　

舜
弥
（
高
野
小
５
年
）

第
４
位

馬
舩　

源
太
（
高
野
小
５
年
）

●
Ｋ
２
男
子

第
１
位

松
尾　

昂
紀
（
東
城
中
１
年
）

第
２
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

第
４
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
76
回
国
体
選
考
会
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ス
ロ
ラ
ー
ム
競
技

（
１
月
12
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
少
年
男
子

第
３
位

小
田　

袈
方
（
広
島
商
船
高
専

２
年
・
比
和
町
）

第
５
位

松
本　

翔
吾
（
加
計
高
芸
北
分

校
１
年
・
西
本
町
）

第
57
回
全
国
児
童
才
能
開
発　

コ
ン
テ
ス
ト
科
学
部
門

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
賞

新
田　

真
矢
（
西
城
小
１
年
）

鈴
木
三
重
吉
賞

●
作
文
の
部

特
選

山
本　

結
斗
（
高
小
２
年
）

住
川
萌
依
奈
（
東
城
小
６
年
）

松
野　

夕
香
（
比
和
中
２
年
）

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

「備北花ピクニック」「備北花ピクニック」
５月16日㈰まで開催中！
　※期間中の４月５日㈪、５月 10 日㈪は休園日

入園料無料日　４月 18 日㈰・25 日㈰
※入園料無料・駐車料有料

（普通・軽 300 円、大型 1,050 円、二輪 100 円）

●
詩
の
部

特
選

若
林　

音
羽
（
粟
田
小
２
年
）

藤
本　

千
早
（
粟
田
小
４
年
）

德
永　

里
桜
（
庄
原
小
５
年
）

周
藤　

瑚
音
（
比
和
小
６
年
）

人
権
作
品
入
賞
者

●
標
語
の
部

最
優
秀
賞

岩
谷　
　

雫
（
東
小
１
年
）

優
秀
賞

岩
﨑　
　

薫
（
東
小
１
年
）

宮
本　

香
菜
（
小
奴
可
小
１
年
）

増
永　

紗
也
（
東
小
２
年
）

井
上　
　

豪
（
高
野
小
２
年
）

金
川　

祥
子
（
粟
田
小
３
年
）

曽
我
部
心
緒
（
東
小
３
年
）

田
岡　

千
奈
（
東
小
４
年
）

福
本
美
優
果
（
美
古
登
小
４
年
）

岩
﨑　
　

湊
（
東
小
５
年
）

堀
田
虎
次
郎
（
庄
原
小
５
年
）

新
本　

聖
來
（
東
城
小
６
年
）

河
内
山
寧
々
（
峰
田
小
６
年
）

古
矢
よ
し
き
（
西
城
中
１
年
）

山
本　

沙
和
（
比
和
中
１
年
）

勝
部　

り
な
（
西
城
中
２
年
）

津
田
ほ
の
か
（
比
和
中
２
年
）

笹
尾　

友
哉
（
東
城
中
３
年
）

岩
倉　

瑞
姫
（
比
和
中
３
年
）

●
詩
・
作
文
の
部

優
秀
賞

亀
井　

琢
磨
（
比
和
小
１
年
）

村
上　

愛
弥
（
東
城
中
２
年
）

島
根
県
立
横
田
高
等
学
校

盛
原
里
央
奈（
２
年
・
高
野
町
）

令
和
２
年
度
広
島
県
高
等
学
校

体
操
競
技
・
新
体
操
新
人
大
会

（
11
月
22
日
／
広
島
市
）

●
新
体
操
男
子
団
体

第
１
位

県
立
三
次
高
等
学
校

加
島　

怜
桜（
１
年
・
高
野
町
）

松
島
靖
之
介（
１
年
・
門
田
町
）

第
52
回
広
島
県
中
学
校　
　
　

ス
キ
ー
選
手
権
大
会

（
１
月
７
日
・
８
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
男
子
回
転

第
１
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
４
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

●
男
子
大
回
転

第
１
位

曽
利　

海
舟
（
庄
原
中
２
年
）

第
２
位

松
尾　

昂
紀
（
東
城
中
１
年
）

第
４
位

片
山　

航
大
（
庄
原
中
２
年
）

第
73
回
広
島
県
高
等
学
校　
　

総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
会

（
１
月
７
日
・
８
日
／
安
芸
太
田
町
）

●
男
子
回
転

第
３
位

前
田　
　

悠
（
加
計
高
芸
北
分
校

３
年
・
西
城
町
）

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

第
33
回
全
国
高
等
学
校　
　

選
抜
ス
キ
ー
大
会

（
３
月
10
日
／
長
野
県
下
高
井
郡
）

●
女
子
ス
ー
パ
ー
大
回
転

第
２
位

●
女
子
大
回
転

第
12
位

熊
本　

心
優
（
鳥
取
城
北
高
２

年
・
比
和
町
）

第
58
回
中
国
地
区
高
等
学
校

演
劇
発
表
会

（
12
月
19
日
～
20
日
／
岡
山
県
岡

山
市
）

優
秀
賞
（
第
３
位
）

島
根
県
立
横
田
高
等
学
校

盛
原
里
央
奈
（
２
年
・
高
野
町
）

第
44
回
島
根
県
高
等
学
校　

演
劇
発
表
大
会

（
10
月
29
日
～
31
日
・
島
根
県
松

江
市
）

最
優
秀
賞（
第
１
位
）

県
大
会

中
国
大
会

全
国
大
会
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

４月・５月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

４月・５月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　とき　　４月26日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
▶展示・販売＆イベント
○里山のふくろう展
　とき　　４月30日㈮まで
○ゆめさくら春祭り
　とき　　５月１日㈯～５日（水・祝）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
桐原つゆ子・坂田知子　二人展
とき　５月８日㈯～10日㈪　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

令和３年２月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３４，０４９人（前年比－６９５人）　
男　　１６，２２３人（前年比－３１０人）　
女　　１７，８２６人（前年比－３８５人）
世帯数　１５，３４２世帯（前年比－９１世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４３７人（前年比＋６人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，４６５人（７，８９９世帯）
○西城地域　　３，２０４人（１，３９０世帯）
○東城地域　　７，２９４人（３，４３５世帯）
○口和地域　　１，８９９人　　（７８６世帯）
○高野地域　　１，６４８人　　（６５７世帯）
○比和地域　　１，２８１人　　（５８１世帯）
○総領地域　　１，２５８人　　（５９４世帯）

４月25日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
５月２日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

４日（火）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
９日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023

16 日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

とき　　４月26日㈪12時15分～13時
ところ　庄原市民会館　大ホール
※会場を前回の庄原市ふれあいセンターから変更し
ています。
出演者　神

か ん の

野靖
や す こ

子（ソプラノ）、福
ふくなが

永真
ま ゆ み

弓（ソプラノ）
　　　　萩

はぎわら

原知
と も こ

子（ピアノ）
演奏曲目 　「花」「あわて床屋」「心の瞳」　ほか
▶神野靖子…国立音楽大学声楽学科卒業。声楽を平
本弘子、故・別所恵子、日本歌曲歌唱法を塚田佳男
の各氏に師事。演奏会、オペラ公演などに多数出演
の他、リサイタルを福山市、東京都で多数開催。「ク
ラシックから J-Popまで」をモットーに幅広く歌う。
▶福永真弓…国立音楽大学声楽学科卒業。日本オペ
ラ振興会オペラ歌手育成部修了。故・大平繁子、平
本弘子、故・横山敦子の各氏に師事。所属グループ
主催の各演奏会、その他依頼による演奏会などに数
多く出演。
▶萩原知子…国立音楽大学器楽学部ピアノ専攻卒
業。故・クロイツァー豊子、中山和恵の各師に師事。
依頼による演奏会に多数出演。最近では「歌声喫茶」
関係のイベント、コンサートなど、幅広く活動して
いる。
【ご来場の際のお願い】
　感染予防対策として、マスクの着用、手指消毒、
検温、入場者数の制限、来場者名および連絡先の記
載などのご協力をお願いします。

高齢期の食生活と栄養

食育コーナー　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1255

広報日記
▶新しい年度が始まりました。本年度も広報紙の編
集を担当します。よろしくお願いします。市内の桜も
続々と開花し、すっかり春になりましたね。お花見の
際は感染症対策をしっかり行いましょう。
▶四季折々の楽しみ方が満喫できる県民の森。昨年
は趣味のキャンプで利用ができなかったので、本年
はぜひ利用したいです！

◆ BMI（体格指数）
BMI ＝体重（ｋｇ）÷身長（ｍ）÷身長（ｍ）
　BMI が 20 以下（痩せ）の場合、フレイルになる恐れ
があります。また、高齢期の痩せは、肥満よりも死亡率
が高くなることが分かっています。

◆指輪っかテスト
①両手の親指と人差し指で輪を作る。
②利き足ではない方のふくらはぎの一番太い部分を輪で
囲む。
　隙間ができるのは、筋肉量が少ないということを表し、
フレイルになる恐れがあります。

時悠館秋・冬の企画展

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７ しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
とき　　５月９日（日）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

５月

　皆さんは「フレイル」という言葉を知っていますか。フレ
イルとは、「介護が必要な状態」に至る前段階を指します。
65 歳以上になると、肥満や生活習慣病予防に気をつけるだ
けではなく、フレイル予防のために必要な栄養をしっかり取
る必要があります。

　　まずは、自分や自分の周りの人の
　　　　　　　　健康状態を確認しましょう

フレイル予防の食事のポイント
①タンパク質をしっかり取りましょう
　筋肉の材料となるタンパク質が不足しないように、肉・魚・
大豆製品・乳製品などを毎日の食事で摂取することが大切で
す。栄養が偏らないように食事ごとに種類を変えてバランス
よく摂取しましょう。
②１日３食プラス間食を取りましょう
　高齢期になると、１回当たりの食べる量が減り、1 日に必
要な栄養素を摂取することが難しくなるため、間食で不足し
がちな栄養素を補いましょう。間食はスナック菓子やせんべ
いを思い浮かべるかもしれませんが、カルシウムが豊富な乳
製品や、ビタミン・ミネラルが豊富な果物がおすすめです。
③水分をしっかり取りましょう
　高齢になると、のどの渇きを感じにくく脱水になりやすく
なります。のどが渇いていなくても、小まめに水分を取るよ
うにしましょう。１日の水分量目安は、500ml のペットボト
ル２～３本分です。

◎保健医療課では、「高齢者の食事で気をつけたいこと」
などの食をテーマとした出前トークを実施しています。ぜ
ひご活用ください。（関連記事 25ページ）

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

５月12日㈬ 県立広島大学
庄原キャンパス 11時～15時

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

「帝釈峡遺跡群60周年プレ企画展」
記念講演会および講座をオンラインで実施

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

　時悠館は、「帝釈峡遺跡群 60 周年プレ企画展」の記念講
演会や講座を 12 月 12 日、１月 30 日、２月 13 日に開催す
る予定としていました。
　しかし、全国的に新型コロナウイルスの感染が拡大したこ
とから、帝釈文化研究会や帝釈自治振興区・時悠館友の会な
どで協議した結果、現地での講演会・講座は中止することと
なりました。
　計画していた講演会・講座を開催できないのはあまりに残
念で、地域の方からも開催を希望する声があったため、再度
関係団体と協議し、オンラインで開催することとしました。
　情報通信技術に精通した「時悠館友の会」の会員が主体と
なって準備を進め、帝釈自治振興センターをメイン会場と
し、講師は大学や事務所などからオンラインで講演を行うこ
とで、一部の日程は延期しながらも、開催することができま
した。また、メイン会場以外からも講演会・講座を視聴する
ことができことから、遠くは東京からの参加もあるなど、予
想以上の反響でした。
　新型コロナウイルスの終息を願いながら、今後は県内各地
の博物館や研究者だけでなく、全国各地の機関・研究者の皆
さんと情報を共有して、多くの方に時悠館や帝釈地域はもと
より、庄原市の魅力を発信したいと考えています。

実施した講演会・講座
▶講座①「人類史から見た洞窟・岩陰」（１月30日）
　講師　広島大学大学院人間社会科学研究科
　　　　准教授　有松　唯さん
▶講座②「岩陰遺跡と火山灰に埋もれた遺跡」（２月13日）
　講師　広島県立歴史博物館　学芸員　森本　直人さん
▶記念講演会「中国山地の先史狩猟採集民」（３月６日）
　講師　広島大学総合博物館　名誉教授　藤野　次史さん

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

ポ
イ
ン
ト
５
倍
！

ポ
イ
ン
ト
５
倍
！

 

１
万
円
チ
ャ
ー
ジ
す
る
ご
と
に

１
万
円
チ
ャ
ー
ジ
す
る
ご
と
に

３
０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
！

３
０
０
円
の
プ
レ
ミ
ア
ム
！

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企
画

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企
画

電
子
マ
ネ
ー
の
支
払
い
で

電
子
マ
ネ
ー
の
支
払
い
で  

2020
％
ポ
イ
ン
ト
還
元
！

％
ポ
イ
ン
ト
還
元
！

　

庄
原
市
キ
ャ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

は
「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
の
利

用
を
さ
ら
に
促
進
し
、
地
域
経
済
の
回
復
を

目
指
す
た
め
「『
な
・
み
・
か
』『
ほ
・
ろ
・
か
』

の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
」を
開
催
し
ま
す
。

お
得
な
情
報
そ
の
①

　

４
月
15
日
㈭
～
25
日
㈰
の
11
日
間
、「
な
・

み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
の
加
盟
店
約

２
０
０
店
舗
で
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済（
電

子
マ
ネ
ー
と
ポ
イ
ン
ト
で
の
支
払
い
）
を
す

る
と
ポ
イ
ン
ト
５
倍
！

通
常
は
２
０
０
円
当
た
り
１
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

⇩

期
間
中
は
２
０
０
円
当
た
り
５
ポ
イ
ン
ト
！

期
間
中
は
２
０
０
円
当
た
り
５
ポ
イ
ン
ト
！

お
得
な
情
報
そ
の
②

　

通
常
は
１
万
円
チ
ャ
ー
ジ
す
る
ご
と
に

１
０
０
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー
が
付
き
ま
す

が
、
４
月
15
日
㈭
・
16
日
㈮
・
17
日
㈯
の
３

日
間
限
定
で
、
１
万
円
チ
ャ
ー
ジ
す
る
ご
と

に
３
０
０
円
分
の
電
子
マ
ネ
ー
が
付
き
ま

す
！

お
得
な
情
報
そ
の
③

　

４
月
29
日
（
木
・
祝
）
～
５
月
９
日
㈰
の

期
間
、「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」
の

加
盟
店
約
２
０
０
店
舗
で
電
子
マ
ネ
ー
の
支

払
い
を
行
う
と
、
20
％
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
！

通
常
は
１
万
円
の
買
い
物
で
50
ポ
イ
ン
ト

　
　
　
　

⇩

期
間
中
は

期
間
中
は
5050
ポ
イ
ン
ト
に
加
え
て

ポ
イ
ン
ト
に
加
え
て

4040
倍
の
２
千
ポ
イ
ン
ト
還
元
！

倍
の
２
千
ポ
イ
ン
ト
還
元
！

※
１
人
当
た
り
最
大
５
千
ポ
イ
ン
ト
の
還
元

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
で
支
払
っ

た
場
合
は
、ポ
イ
ン
ト
還
元
の
対
象
外
で
す
。

※
20
％
の
還
元
ポ
イ
ン
ト
は
期
間
終
了
後
10

日
前
後
で
付
与
さ
れ
ま
す
。

※
１
ポ
イ
ン
ト
１
円
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

チ
ャ
ー
ジ
機
設
置
場
所

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
Ａ

コ
ー
プ
し
ょ
う
ば
ら
、
ウ
イ
ル
西
城
、
ト
ー

エ
イ
、
フ
レ
ス
タ
東
城
店
（
そ
の
他
、
各
加

盟
店
で
も
チ
ャ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

（
東
城
町
商
工
会
内
）

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
０
５
２
５

「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」の

「
な
・
み
・
か
」「
ほ
・
ろ
・
か
」の

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
開
催

ス
ペ
シ
ャ
ル
ウ
ィ
ー
ク
開
催


